
いじめ問題
解決のための
「教員研修プログラム」

第 4 部
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　いじめ防止対策推進法第 18 条では、教職員を対象にいじめに関する研修を実施することが定められ
ています。このことを踏まえ、都内の全公立学校において、年間３回以上の校内研修を実施することと
しています。教員一人一人のいじめ問題への対応力を身に付けるため、以下の研修プログラムを開発し
ました。

「教員研修プログラム」の活用について

【研修１～３】
　三つのプログラムを実施することで、全教職員で共通理解を図ります。
 早期発見

　【研修１】「いじめ」の定義の確実な理解
　　「いじめ」の定義の確実な理解

 未然防止   早期発見

　【研修２】「学校いじめ防止基本方針」に基づく確実な取組の推進
　　「学校いじめ防止基本方針」の内容及び「学校いじめ対策委員会」の役割の理解
　　「学校いじめ防止基本方針」に基づいた取組事項の確認

 早期対応   重大事態への対処

　【研修３】いじめ問題の解消に向けた組織的な取組
　　「学校いじめ対策委員会」と、関係機関等との連携・協力体制

【研修４】～【研修９】
　自校が課題としているプログラムを選択し、Step１に加えて行います。

Step
１

Step
2

項目 プログラムのねらい 主な内容 上巻との関連

早期発見

【研修１】
「いじめ」の定義の
確実な理解

○「いじめ」の定義を確実に
理解し、全ての教職員が同
一の基準でいじめの認知が
できるようにする。

・	事例を用いて、いじめか
どうかを各自で考える。

・	「いじめ」の定義を確認し、
事例について再度考え、
判断し、話し合う。

・	日常生活で児童・生徒の
気にかかる様子やいじめ
と疑われる事例について
話し合う。

２　早期発見 (1)
	 「いじめ」の定義
の正しい理解に基
づく確実な認知

未然防止

早期発見

【研修２】　
「学校いじめ防止基
本方針」に基づく確
実な取組の推進

○「学校いじめ防止基本方針」
の内容及び「学校いじめ対
策委員会」の役割を十分に
理解する。

○「学校いじめ防止基本方針」
に基づき、全教職員が確実
に取り組むべき事項を確認
する。

・	「学校いじめ防止基本方
針」の内容を確認する。

・	「学校いじめ対策委員会」
の構成員、役割を確認す
る。

・	「学校いじめ対策委員会」
によるいじめ認知の手順
を確認する。

１　未然防止 (2)
	 教職員の意識の向
上と組織的対応の
徹底

「教員研修プログラム」の概要第1章
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早期対応

重大事態への対処
【研修３】	
いじめ問題の解消に
向けた組織的な取組

○「学校いじめ対策委員会」
により認知されたいじめを、
迅速かつ適切に解消するた
めの組織的な体制や、保護
者、地域、関係機関等との
連携・協力体制を整える。

○重大事態の定義を確実に理
解する。

・	早期対応のための組織的
な取組や対応について考
える。

・	早期対応のための取組に
ついて共通理解を図る。

・	重大事態の定義と、「いじ
めの防止等のための基本
的な方針」の内容を確認
し、理解を深める。

３　早期対応 (1)
	 「学校いじめ対策
委員会」を核とし
た対応の徹底

４　重大事態への
	 対処 (1)
	 重大事態発生の判
断

未然防止
【研修４】
いじめを生まない
環境づくり

○いじめを生まない、見て見
ぬ振りをしない学級、学校
を作り、いじめの未然防止
に向けて児童・生徒の意識
を高める。

・	自己肯定感や自尊感情を
高める指導（「居場所づく
り」と「きずなづくり」）
の視点について知り、指
導のポイントを考える。

・	「居場所づくり」と「きず
なづくり」の具体的な取
組を考える。

１　未然防止 (1)
	 子供が安心して生
活できる学級・学
校風土の創出

未然防止 
【研修５】
いじめの未然防止に
向けた関係機関等と
の連携

○いじめの未然防止に向け
て、学校が保護者や地域、
関係機関等と連携すること
の大切さについて意識を高
め、社会全体でいじめに対
応できる関係を作る。

・	いじめの未然防止に向け
て連携を図る主な関係機
関等を確認する。

・	学校と関係機関等との連
携の目的を確認する。

・	「学校サポートチーム」と
の日常の連携について自
校の取組を見直す。

１　未然防止 (5)
	 保護者、地域、関
係機関等との共通
理解の形成

早期発見
【研修６】
「いじめ」の定義に
基づくいじめの認知

○児童・生徒の様子から、い
じめやいじめの疑いに気付
くことができるようにする。

・	いじめ問題に関するアン
ケートを実施し、児童・
生徒の出すいじめのサイ
ンの場面と視点について
考える。

・	いじめやいじめの疑いに
気付くために、特に気を
付けるべき場面と視点に
ついて話し合う。

・	いじめのサインを受け止
めるために児童・生徒及
び教職員が相談しやすい
校内体制を構築する

２　早期発見 (2)
	 子供の様子から初
期段階のいじめを
素早く察知

早期発見
【研修７】
いじめの早期発見の
ための情報共有

○学級担任任せにするのでは
なく、全教職員が全児童・
生徒の指導に責任を有して
いるという意識の下、組織
的に児童・生徒の状況を観
察するとともに、情報共有
によりいじめを早期に発見
する。

・	情報共有の重要性を理解
する。

・	校内で実践している情報
共有の方法を確認する。

・	取組の実施による成果や
課題について話し合う。

２　早期発見 (3)
	 全ての教職員によ
る子供の状況把握

	 　早期発見 (4)
	 子供からの訴えを
確実に受け止める
体制の構築

	 　早期発見 (5)
	 保護者、地域、関
係機関等からの情
報提供や通報

未然防止
【研修８】
自己の取組を点検す
るレーダーチャート
の活用

○レーダーチャートを作成す
ることで、自己の取組を点
検し、一人一人の対応力を
強化する。

・	自己のいじめ防止対策の
取組状況を振り返り、全
体で成果と課題、改善策
を情報共有する。

・	小グループで共通で取り
組む改善策を決定し、実
施時期等、今後の取組計
画を立案する。

１　未然防止 (2)
	 教職員の意識の向
上と組織的対応の
徹底

早期対応
【研修９】
いじめ問題の解消に
向けて効果のあった
取組

○いじめ問題の解消に向けて
効果のあった取組事例を通
して、「学校いじめ対策委
員会」の役割についての理
解を深め、いじめ問題に対
し、組織的に対応できるよ
うにする。

・	いじめを解消するために
はどのような指導及び関
係機関等との連携を行う
必要があるのか、取組の
経過を個人で考えた後、
グループで話し合う。

・	事例研修を振り返り、学
んだことをまとめる。

３　早期対応 (2)
	 被害の子供が感じ
る心身の苦痛の程
度に応じた対応例

	 　早期対応 (3)
	 加害の子供の行為
の重大性の程度に
応じた指導例
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◯　「いじめ」の定義を確実に理解し、全ての教職員が同一の基準でいじめの認知ができるようにする。

事例１
　Ａさんは、同じクラスのＢさんに、
いきなり頭をたたかれた。Ａさんは泣
きながら担任のところへ駆け寄り、「Ｂ
さんにたたかれた。」と訴えた。担任は、
Ｂさんに問いただしたところ、Ａさんを
たたいたことを認めたため、厳しく注
意した。ＡさんがＢさんにたたかれた
のは、後にも先にもこの日だけである。
� （文部科学省の資料による）

事例２
　体育の時間にバスケットボールの試合をした際、球技が苦手なＢ
さんはミスをし、Ａさんからミスを責められたり他の同級生の前で
ばかにされたりし、それによりＢさんはとても嫌な気持ちになった。
見かねたＣさんが「それ以上言ったらかわいそうだよ。」と言った
ところ、Ａさんはそれ以上言うのをやめ、それ以来、ＢさんはＡさ
んから嫌なことをされたり言われたりしていない。その後、Ｂさん
もだんだんとバスケットボールがうまくなっていき、今では、Ａさ
んに昼休みにバスケットボールをしようと誘われ、それが楽しみに
なっている。
� （文部科学省の資料による）

ねらい

取組の内容例
１　事例を用いて、いじめかどうかを各自で考える。

４　いじめの捉え方を見直す。

５　学校及び学校の教職員の責務について確認する。【いじめ防止対策推進法　第８条】

２　「いじめ」の定義を確認し、事例について再度考え、判断し、話し合う。

３　日常生活で児童・生徒の気にかかる様子やいじめと疑われる事例に 
　ついて話し合う。

研修１

【いじめ防止対策推進法　第２条】いじめの定義
　この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している
等当該児童等と
①一定の人的関係にある他の児童等が行う
②心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、
③当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

　法に規定された「いじめ」の定義と照らし合わせて、日常生活で児童・生徒の気にかかる様子やいじめと
疑われる行為について話し合うことを通して、全ての教職員が、「いじめ」の定義を確実に理解する。

【これまでのありがちな捉え方】
	・仲良し同士の遊びの延長のようにも見えるから、もう少し様子を見よう。
	・この程度は、子供たちの日常によくあることだ。

【法律の定義に基づく捉え方】
	・いじめはどの学校どの子供にも起こり得る。
	・行為を受けた児童・生徒が心身の苦痛を感じているため、いじめである。

【第３期東京都教育委員会いじめ問題対策委員会　答申（令和２年７月）】
	・�　いじめの認知に当たっては、特に、「好意で行った言動」、「いじめを意図せずに行った言動」に留意
する必要がある。被害の子供が「心身の苦痛を感じているかどうか」に鑑み、個別に判断することの大
切さについて、改めて教職員の共通理解を図ることが重要である。

「いじめ」の定義の確実な理解 早期発見

教員研修プログラム第2章
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「いじめ」の定義（文部省・文部科学省による）の変遷

いじめに対する認識の共有

研修に当たっての確認事項

◆ 教職員一人一人の受け止めに左右された「いじめ」
　文部科学省の調査によると、平成27年度末には全ての学校が、「学校いじめ防止基本方針」を策
定し、「学校いじめ対策委員会」を設置しました。しかしながら、このような取組にもかかわらず、「児
童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」におけるいじめの認知件数は、都道府県間
や学校間における差が大きいままです。その背景の一つとして、児童・生徒の同じ言動を目にしても、
ある教職員は「いじめである。」と受け止めるのに対し、他の教職員は「いじめではない。」と受け
止める認識のずれと考えられます。
　いじめはどの学校どの子供にも起こり得る、との認識に立ち、いじめかどうかの受け止めを教職
員間で統一することが必要です。いじめ問題を見落とさないためには、教職員一人一人が「いじめ」
の定義を正しく理解することが重要です。

◆ 法に規定された「いじめの定義」は広範囲なものに修正されてきました
　過去の「いじめ」の定義は、「一方的に」「継続的に」「深刻な」などの要素が含まれており、いわ
ゆる社会通念上のいじめに近いものとなっていました。しかし、いじめ防止対策推進法に規定する
「いじめ」の定義では、いじめに該当する行為の範囲は極めて広く、その行為を受けた児童・生徒が、
心身の苦痛を感じた場合は、「いじめ」に該当するとされています。「学校いじめ対策委員会」がい
じめを認知するに当たっては、一人一人の児童・生徒の状況から、「この子供は苦痛に感じているの
ではないか。」という視点に立って判断することが必要です。

　教職員が、いじめに対する認識を「起きてはならないこと」から「いつでもどこでも起こるもの」
と転換していくこと、そして日常から「いじめかもしれない」という意識をもち、教員一人一人がい
じめを察知するアンテナを高くしながら教育活動を行うことが、早期発見の第一歩につながります。
� 参考：国立教育政策研究所「いじめ追跡調査 2013 － 2015」平成 28 年６月

昭和 61 年度 平成６年度 平成 18 年度
１�　一定の人的関係の
ある他の児童等が行
う
２�　心理的又は物理的
な影響を与える行為
（インターネットを
通じて行われるもの
を含む。）
３�　心身の苦痛を感じ
ているもの

１�　一定の人間関係の
ある者から
２�　心理的、物理的な
攻撃を受けたことに
より
３�　精神的な苦痛を感
じているもの

１　自分よりも弱い者に対して一方的に
２　身体的・心理的な攻撃を継続的に加え
３　相手が深刻な苦痛を感じているもの

なお、起こった場所は学校の内外を問わないこととする。

４�　個々の行為がいじめに当たるか否かの判断を表
面的・形式的に行うことなく、いじめられた児童
生徒の立場に立って行う

４�　学校としてその事
実（関係児童生徒、
いじめの内容等）を
確認しているもの

平成 25 年度

【いじめ防止対策推進法案に対する附帯決議（抜粋）】
（平成25年６月19日　衆議院文部科学委員会、同６月20日　参議院文教科学委員会）
いじめには、多様な態様があることに鑑み、本法の対象となるいじめに該当するか否かを判断するに当たり、
「心身の苦痛を感じているもの」との要件が限定して解釈されることのないよう努めること。
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◯�　「学校いじめ防止基本方針」の内容及び「学校いじめ対策委員会」の役割を十分に理解する。
○　「学校いじめ防止基本方針」に基づき、全教職員が確実に取り組むべき事項を確認する。

ねらい

取組の内容例
１　「学校いじめ防止基本方針」の内容を確認する。

２　「学校いじめ対策委員会」の構成員、役割を確認する。

３　「学校いじめ対策委員会」によるいじめ認知の手順を確認する。

早期発見未然防止

準　備 ：「学校いじめ防止基本方針」
内容例 ：�いじめ防止に関する基本的な考え方、いじめ防止のための組織、いじめ防止年間計画、	

いじめの未然防止、いじめの早期発見、いじめを認知した場合の対応、重大事態への対処、
関係機関との連携　等

○○学校
「いじめ対策委員会」構成員
・校長
・副校長
・教務主任
・生活指導主任
・主幹教諭
・学年主任
・特別支援教育コーディネーター
・養護教諭
・スクールカウンセラー
・校長が必要と認める者　など
※�いじめが認知された場合には、当該児童・生
徒の学級担任や情報を得た教職員を加える。

「学校いじめ対策委員会」の主な役割

・「学校いじめ防止基本方針」の策定
・いじめ問題に関する年間指導計画の作成、実行
・「学校サポートチーム」定例会議の実施
・保護者会、学校便りでの取組周知
・スクールカウンセラーによる全員面接の計画、実施
・「いじめ発見チェックシート」の計画、実施
・児童・生徒間のトラブルに関する情報収集・共有
・いじめの認知・解消に関する協議
・対応方針の作成、役割分担
・対応状況の確認、経過観察　　　� など

◇�教職員による日常の
観察
◇�本人・保護者・児童・
生徒からの訴え
◇教育相談
◇個人面談
◇アンケート
◇生活ノートや日記

情報を得た教職員
担任・学年主任等
生徒指導主任
※�緊急の場合等には、マ
ニュアルどおりに報
告・連絡等が行われな
いこともあり得る。

学校いじめ対策委員会

◇事実確認の方策協議
◇教職員による役割分担
◇事案の報告により、詳細を確認

◇指導方針・指導体制の決定

いじめの認知

① �子 供 の 様 子 の 変 化 
への気付き・通報 ② 報告・連絡・相談 ③ �情報集約、全体像の把握、 

方針の決定

報告 共通理解

校　長

副校長

職員会議

研修 2 「学校いじめ防止基本方針」に基づく確実な取組の推進
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75第４部

「学校いじめ対策委員会」を核とした組織的な対応の推進

研修に当たっての確認事項

◆ 「学校いじめ防止基本方針」の周知徹底

【いじめ防止対策推進法】
第13条　学校は、いじめ防止基本方針又は地方いじめ防止基本方針を参酌し、その学校の実情に
応じ、当該学校におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な方針を定めるものとする。

　実効性をあげるかどうかの鍵は、教職員による「学校いじめ防止基本方針」に基づく取組の徹底
にあります。学校として決定した取組を全教職員が確実に実行することや、学校として決めた手順
に従って全教職員が対処していくことが重要です。一方で、緊急性や重大性に応じて臨機応変に対
応できるようにしておくことも大切です。取組の中で不都合がある場合は、その都度、「学校いじめ
対策委員会」で見直しを行います。また、全ての教職員が保護者等に対して、分かりやすい言葉で、
基本方針の概要を説明できるようにすることも重要です。

◆ 「学校いじめ対策委員会」の役割の明確化

【いじめ防止対策推進法】
第22条　学校は、当該学校におけるいじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、当該学
校の複数の教職員、心理、福祉等に関する専門的な知識を有する者その他の関係者により構成さ
れるいじめの防止等の対策のための組織を置くものとする。

　「学校いじめ対策委員会」の構成員と役割を明確にするとともに、一人一人の教職員が児童・生徒
のトラブル等気になる様子に気付いた場合、どのような手順や方法で、委員会に報告するのかを共
通に理解できるようにすることが不可欠です。
　また委員会は、定期的に会議を行い、いじめやいじめの疑いのある事案について情報を共有したり、
各事案への対応を協議したりする役割を果たす必要があります。

① いじめの疑い、発見・通報
　好意で行った言動や意図せずに行った言動であっても、被害の子供が心身の苦痛を感じているか
どうかに鑑み、いじめを見逃すことがあってはなりません。また、児童・生徒や保護者から、「いじ
めではないか。」との相談や訴えがあった場合には、真摯に傾聴します。些

さ

細
さい

な兆候であっても、い
じめの疑いがある行為には、早い段階から組織的に対応することが必要です。
② 報告・連絡・相談
　いじめの疑いに気付く、いじめの兆候を発見する、通報を受けるなどした教職員は、一人で抱え
込んで解決しようとすることなく、迅速に「学校いじめ対策委員会」に報告します。緊急の場合等、
事案に応じては、マニュアルどおりの対応が行われないこともあり得ますが、最終的に校長が判断
できる体制を整えることが求められます。
③ 情報集約、全体像の把握、方針の決定
　「学校いじめ対策委員会」は、校長の指示の下、事実確認の方策について協議します。協議の結果
に基づき、役割分担等を行い、事案の詳細を確認するとともに、その結果を迅速に同委員会に報告
します。「学校いじめ対策委員会」は、報告された状況について、「いじめ」の定義に基づき、いじ
めを認知します。「学校いじめ対策委員会」は、指導方針及び指導体制を決定し、職員会議等で共通
理解を図り、指導に当たります。

　①②③の手続きが遅滞なく行われるようにするため、教職員の構成や規模等の学校の実態に応じて、
学校として基本となる報告の流れを決めておくことが大切です。

「学校いじめ対策委員会」によるいじめの認知までの流れ
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76 第４部

◯�　「学校いじめ対策委員会」により認知されたいじめを、迅速かつ適切に解消するための組織的な体
制や、保護者、地域、関係機関等との連携・協力体制を整える。

ねらい

取組の内容例
１　早期対応のための組織的な取組や対応について考える。

２　早期対応のための取組について共通理解を図る。

（いじめの解消に向けた関係機関等との連携・協力体制の例）

重大事態への対処早期対応

①�　研修２「３ 『学校いじめ対策委員会』によるいじめ認知の手順を確認する」（74 ページ）を振り
返り、「学校いじめ対策委員会」におけるいじめの認知までの過程を確認する。
②�　研修９（88 ページから 96 ページまで）から事例を選択し、事案に応じた対応及び関係機関等と
の連携・協力体制について話し合う。
③�　地域・学校で過去に起きた事例について振り返ったり、児童・生徒の実態から今後起こり得る
問題について想定したりすることで、危機管理能力を高める。

①�　「学校いじめ対策委員会」におけるいじめの認知から事後対応までの過程や、どの段階でどのよ
うな関係機関等と連携するのかについて検討し、具体的な役割分担を行う。
②　連携を必要とする主な関係機関等の役割及び業務内容を確認する。

「学校サポートチーム」
ＰＴＡ役員、地域住民、
民生・児童委員、学校医、
関係機関等

所管教育委員会

学校いじめ対策委員会

◇事実確認の方策を協議
◇教職員による役割分担
◇事案の報告により、詳細を確認

◇指導方針・指導体制の決定

いじめの認知

③ �情報集約、全体像の把握、　 
方針の決定 ④ いじめの解消に向けた対応・指導 ⑤ 事後対応

保護者

職員会議

連絡 支援

報告

※報告

支援
指示

共通
理解

○継続指導
○経過観察
○学級・学年経営

児童・生徒、
保護者への対応

警察（少年センター）、
教育相談センター等

スクールソーシャルワーカー

※通報

援助

表中の「※報告」は、いじめ防止対策推進法第 23 条第 2項に、「※通報」は、第 23 条第６項に示されています。

研修 3 いじめ問題の解消に向けた組織的な取組
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77第４部

一人で抱え込まず、「組織」として対応する

研修に当たっての確認事項

◆ 教職員による重大事態の定義の確実な理解
　学校の組織的対応にもかかわらず、重大事態に至ってしまう事案も起こり得ます。そのために、
全ての教職員が、日頃から、いじめ防止対策推進法に規定されている重大事態の定義を正しく理解
していることが求められます。その上で、重大事態が発生した場合には、法に基づく調査の実施と
関係者間の緊密な連携による迅速かつ適切な対応が必要となります。

【いじめ防止対策推進法】
第28条第１項　学校の設置者又はその設置する学校は、次に掲げる場合には、その事態（以下「重
大事態」という。）に対処し、及び当該重大事態と同種の事態の発生の防止に資するため、速やかに、
当該学校の設置者又はその設置する学校の下に組織を設け、質問票の使用その他の適切な方法に
より当該重大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行うものとする。
一�　いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあ
ると認めるとき。
二�　いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされてい
る疑いがあると認めるとき。

　児童・生徒や保護者から、「金銭をとられた。」、「暴力を受けた。」、「いじめにより学校に行けなくなっ
た。」などの申立てがあったときは、必ず重大事態が発生したものとして報告・調査等に当たります。

④ いじめの解消に向けた対応・指導
・�　学校は、被害の子供・加害の子供・周囲の子供に対して、専門的な支援や指導が必要な場合は、
速やかに「学校サポートチーム」を招集し、役割分担をして、問題の解決に向けての対応を図りま
す。また、ＰＴＡや地域住民等が、被害の子供・加害の子供・周囲の子供の保護者に働き掛けるこ
とに効果があると考えられる場合には、ＰＴＡ役員を招集したり、学校運営協議会を開催したりし
て、協力を依頼します。社会全体でいじめ問題の解決を図る視点から、必要に応じて、民生・児童
委員など広く地域住民と情報を共有することが大切です。
・�　暴力を伴ういじめなど、犯罪行為として取り扱われるべきであると考えられる事案については、
教職員が、所轄警察署や児童相談所等と連携し、加害の子供に対して毅

き

然とした態度で指導を行い
ます。特に、学校で指導を行っているにもかかわらず、加害の子供の反省が見られない場合など、
被害の子供の生命、身体又は財産に重大な被害が生じるおそれがあると考える事案については、た
めらうことなく直ちに、所轄警察署に通報し、援助を求めます。
・�　被害の子供や加害の子供の保護者が、自分の子供の指導に悩んだり、指導することが困難になっ
たりしている場合などには、スクールソーシャルワーカー等の協力を得て、保護者に対して心理的
な面や福祉的な面からの支援を行います。

⑤ 事後対応
　いじめへの対応に当たっては、「仲直りした。」、「謝罪した。」、「楽しそうに会話する姿が見られる
ようになった。」など、表面的かつ安易な判断により、いじめが解消したとして、被害の子供への対
応を終えてしまうことがあってはなりません。当該児童・生徒の様子や心情を確実に把握し、安心
して生活を送ることができるようになるまで支援を継続し、状況を「学校いじめ対策委員会」に報
告します。いじめが解消されたかどうかについては、教職員個人が行うのではなく、「学校いじめ対
策委員会」が児童・生徒の状況等を総合的に検討した上で、校長が判断します。また、日頃から全
ての教職員による学校教育相談体制の充実を図ることが重要です。

いじめの解消に向けた組織的な指導体制の例

い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム



78 第４部

◯�　いじめを生まない、見て見ぬ振りをしない学級、学校を作り、いじめの未然防止に向けて児童・生
徒の意識を高める。

ねらい

取組の内容例
１�　自己肯定感や自尊感情を高める指導（「居場所づくり」と「き

ずなづくり」）の視点について知る。

未然防止

いじめを生まない環境づくりの視点

２　自己肯定感や自尊感情を高める指導のポイントについて考える。

児童・生徒が、自己肯定感をもてる場所を教職員が作り出すこと。

主体的に取り組む協同的な活動を通して、児童・生徒自身が心の結び
付きや信頼感を深め、自尊感情を高めていくこと。

居場所づくり

きずなづくり

○友達や教職員との信頼関係の構築　○魅力ある授業　○児童・生徒の規範意識の醸成　　
○児童・生徒の自己肯定感や自尊感情を高める指導　○児童・生徒の人権意識を高める指導 など

３　「居場所づくり」と「きずなづくり」の具体的な取組を考える。

４　研修のまとめ
○　学校（学年）として、統一的な取組を構築する。

○�　２に示した五つのポイントについて、①現在の取組、②取組の意図、③取組に当たっての留意
点の３点を話し合う。

①�　特別活動や行事等を児
童・生徒の工夫で企画・
運営している。
②�　児童・生徒の仲間意識
を育むとともに、集団へ
の所属感を高める。
③�　児童・生徒それぞれの
個性が発揮できるような
役割や場面を設定する。

①�　各教科等において、自
尊感情や自己肯定感を高
めることに重点を置いた
年間指導計画を作成する。
②�　各教科等の指導で、自
尊感情や自己肯定感を高
める。
③�　各教科等の目標や学習
内容を踏まえた上で、自
尊感情や自己肯定感に関
する視点を位置付ける。

「居場所づくり」「きずなづくり」

例（模造紙の例）

信頼関係の構築 自尊感情や自己�
肯定感を高める

研修 4 いじめを生まない環境づくり
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79第４部

いじめが起きにくい学級環境・学校環境

研修に当たっての確認事項

　児童・生徒が、安心・安全に過ごすことができる学級や学校にしていくこと（居場所づくり）が、
いじめの未然防止の第１段階です。また、思いやりや規範意識、相手や周りを気遣う態度、他者や
集団との関わりを大切にしたいという意欲を育むことも大切です。こうした気持ちを児童・生徒に
育んでおかなければ、知識を与えただけ、技能を訓練しただけにとどまり、いじめの未然防止には
つながりません。児童・生徒自らが、実際に他者と関わり合う中で、より良い生活を築いていこう
とする思いをもつ場や機会を提供していくこと（きずなづくりのための場づくり）が、いじめの未
然防止の第２段階です。

◆ 「心の居場所づくり」を意識した取組を行う上での留意点
・�　一人一人を大切にすることを基本に置き、教職員と子供、子供同士の好ましい人間関係を育む。	
　また、適切な対応や許してはならない行為等の意見交換の場を大切にしながら教職員間の共通
理解を図る。
・�　個に応じた指導の工夫などにより、児童・生徒が学びの中で充実感、成就感を得ることができ
る教育活動を展開する。
・　学校行事や生徒会活動、係活動などにおいて、児童・生徒の自発的・自治的な活動を尊重する。

◆ 「きずなづくり」を意識した取組を行う上での留意点
・�　児童・生徒に活動の意義や目的について十分理解させるとともに、子供の能力、適性、興味な
どに応じた役割を分担する。
・�　道徳科や特別活動の指導において、自らの生活や生き方について考える機会を十分にとり、人
間としての生き方についての自覚を深めさせ、集団や社会の中で自己を生かす能力を養う。
・�　互いに協力して目的を達成する活動を通して、自信を深めたり、他者とすすんで関わりをもったりす
ることができるよう指導に当たる。

	 参考：�国立教育政策研究所「絆づくりと居場所づくり」平成 24 年３月	
国立教育政策研究所「いじめの未然防止Ⅰ・Ⅱ」平成 24 年９月

	 　　　�東京都教育委員会いじめ問題対策委員会「東京都内公立学校に
おけるいじめ防止に係る取組の推進状況の検証、評価及びいじ
め防止等の対策を一層推進するための方策について」令和２年
７月 31 日

　国立教育政策研究所「いじめ追跡調査 2013 － 2015」によれば、いじめられた経験と同様に多くの児
童・生徒がいじめた経験をもっており、いじめの被害及び加害は特定の児童・生徒に偏ってはいません。
つまり、多くの児童・生徒が、いじめられる、いじめるといった立場を入れ替わりながら、いじめに
巻き込まれている実態が明らかとなりました。
　特に、暴力を伴わないいじめの場合、一部の児童・生徒がいじめることを控えても、他の児童・生
徒が行為を続けていればいじめられる児童・生徒は減りません。したがって、全ての児童・生徒を対
象とした未然防止の取組を進め、集団全体にいじめを許容しない雰囲気の形成、いじめに向かわない
学級・学校づくりを考えていくことが重要です。

◆ 東京都教育委員会では「自尊感情」や「自己肯定感」を次のように定義しています。
〇「自尊感情」とは
　自分のできることできないことなど全ての要素を包括した意味での「自分」を、他者との関わり
合いを通して掛け替えのない存在、価値ある存在として捉える気持ち
〇「自己肯定感」とは
　自分に対する評価を行う際に、自分の良さを肯定的に認める感情
　｢自尊感情｣ や「自己肯定感」を高めるためには、思い付きで幼児・児童・生徒を指導していると
いうことでは、効果は期待できません。幼児・児童・生徒が成長する見通しをもって、励まし、認
めるような働き掛けを行うとともに、幼児・児童・生徒が互いに認め合えるような意識を育み、互
いに認め合える環境を作っていくことが、教師に求められます。
� 参考：東京都教職員研修センター「自信　やる気　確かな自我を育てるために【発展編】」平成 24 年３月

自己肯定感や自尊感情を育む学級づくり
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◯��　いじめの未然防止に向けて、学校が保護者や地域、関係機関等と連携することの大切さについて意
識を高め、社会全体でいじめに対応できる関係を作る。

ねらい

取組の内容例
１　いじめの未然防止に向けて連携を図る主な関係機関等を確認する。

３　「学校サポートチーム」との日常の連携について自校の取組を見直す。

未然防止

「学校内」…校長、副校長、生活指導主任、養護教諭、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー　など
「地域住民」…民生・児童委員、ＰＴＡ役員、保護者　など
「教育関係」… 教育委員会、教育支援センター、東京都教育相談センター　など
「警察・司法関係」… 警察署（少年サポートセンター）、保護観察所、法務局　など
「福祉関係」… 児童相談所、子供家庭支援センター　など
「保健・医療関係」… 病院、保健所　など
「その他」… 地域自治会、ボランティア団体　など

【現在の取組】
○�　保護者会、道徳授業地区公開講座、地域自治会の会合等で、「学校いじめ防止基本方針」の
内容及び取組について説明するとともに、学校ホームページに掲載する。
○　「学校サポートチーム」会議を定期的に開催する。
○　道徳授業地区公開講座で、情報モラルや健全育成に関する講演や意見交流会を実施する。

【課題の洗い出し】
○　保護者、地域住民に対し、「学校いじめ防止基本方針」を周知する方策を検討する必要がある。
○�　「学校サポートチーム」と「学校いじめ対策委員会」との連携体制について、教職員の認識
や理解が不十分である。

【今後の取組】
○�　入学式及び年度初めの保護者会で、「学校いじめ防止基本方針」について説明するとともに、
関係機関等との連携の必要性について周知を図る。
○�　いじめの未然防止のために実施された取組について、教職員、児童・生徒、保護者を対象に
意見を集約し、取組の効果を検証する。

２　学校と関係機関等との連携の目的を確認する。

「日常の連携」「緊急時の連携」との二つの連携
・学校内外における児童・生徒の健全育成の推進
・教育活動の充実を図るための関係機関等とのネットワークの構築

・いじめ問題等の発生時の的確で組織的な対応
・指導困難な状況における関係機関等との連携

日常の連携

緊急時の連携

　　（「学校サポートチーム」のメンバーと教職員による意見交換会を実施　※話合いの例）

研修 5 いじめの未然防止に向けた関係機関等との連携
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今、求められる連携 〜学校の「抱え込み」から開かれた「連携」へ〜

研修に当たっての確認事項

◆ これからの連携の在り方
　学校は、学校内で全ての問題を解決しようとするのではなく、状況に応じ、関係機関等に相談し
たり協力依頼をしたりすることが必要です。
○　「抱え込み」意識からの脱却
・�　学校だけの対応でいじめの問題等を解決することは、一層困難になっているという認識が必要です。
・�　教職員間の共通理解の下に、学校内及び関係機関等と連携して対応することが必要です。
・�　主たる対応を関係機関等に委ねた場合も、適切な役割分担の下に、一体的な指導が必要です。
○　関係機関等の理解
・�　教職員は、関係機関等の業務内容を十分に把握・理解することが必要です。
・�　関係機関等の機能、組織、担当者名、所在地、連絡先等の一覧を全教職員に配布することが必要です。
○　「開かれた学校」としての対応
・�　関係機関等との連携の基本方針に関して、保護者や地域住民に十分な理解を得ることが必要です。
・�　連携が必要とされる事案について、保護者の理解や地域住民に十分な説明を行うことが大切です。

◆ 日常の連携の目的
　いじめの未然防止に向けて、専門性のある関係機関等との連携の意義や必要性について、教職員
間で理解を深めるとともに、学校の実態に応じ、必要な連携体制を構築していくことが大切です。

区分 目的 具体例

日
常
の
連
携

健全育成の推進 ・いじめの未然防止
・家庭教育の支援

情報モラル教育、スクールカウンセラーや精神科
医等による保護者や地域住民対象の講演、弁護士
によるいじめ予防授業

ネットワークの
構築

・情報交換
・連絡体制の整備

情報交換会、連絡協議会、いじめ問題対応マニュ
アルの作成、関係機関等一覧表の作成

児童・生徒指導
体制の充実 ・教職員の指導力の向上 関係機関等を招いての研修会、ケース会議、

事例検討会
� 参考：国立教育政策研究所「学校と関係機関等との連携〜学校を支える日々の連携〜」平成 23 年３月
　　　　　　　　　  文部科学省「学校と関係機関等との行動連携を一層推進するために」平成 16 年３月

【設置目的】�　児童・生徒の問題行動等への対応において、保護者、地域、関係機関等と迅速かつ適切
に連携協力できる体制を確立し、児童・生徒の健全育成を図るとともに、「学校いじめ対策
委員会」を支援する組織として、都内全公立学校に設置している。

【構 成 員】　�校長、副校長、生活指導主任、保護者、学校医、スクールソーシャルワーカー、民生・
児童委員、主任児童委員、保護司、子供家庭支援センター職員、児童相談所職員、警察
職員（スクールサポーター含む）等

【未然防止のための取組】
　・ �　保護者会、ＰＴＡの会合、保護者会、道徳授業地区公開講座、学校評議員会議等の場を活用して、

「学校サポートチーム」との連携の必要性について周知を図る。
　・ �　「学校サポートチーム」との連絡会議を年３回程度開催し、「学校いじめ防止基本方針」に示す

取組内容やその進捗状況、児童・生徒の様子等について意見交換を行う。
　・　「学校いじめ防止基本方針」の改訂に際して、「学校サポートチーム」から意見を聴取する。

「学校サポートチーム」

「学校いじめ対策委員会」と「学校サポートチーム」の連携
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５�　いじめのサインを受け止めるために児童・生徒及び教職員が相談しや
すい校内体制を構築する。�（参考：「いじめ総合対策【第２次・一部改定】」下巻　保護者プログラム）

６�　ＳＯＳの出し方や受け止め方に関する指導の充実及び具体的な取
組について確認する。

早期発見

３�　アンケートを基に、児童・生徒の出すいじめのサインの場面と
視点について考える。
場所 教室、トイレ、人気の少ない階段、空き教室、校庭や体育館の裏　など
時間 授業、休み時間、清掃時間、昼食時間、部活動（クラブ活動）や委員会活動　など

視点 顔色、表情、容姿や服装の乱れ、机上やトイレの落書き、視線、学習態度、声を掛けたときの反応、
言葉遣い、身の回りの物、持ち物、友達関係、生活ノート、遅刻や欠席の状況　など

○　児童・生徒の様子から、いじめやいじめの疑いに気付くことができるようにする。
ねらい

４�　いじめやいじめの疑いに気付くために、特に気を付けるべき場面
と視点について話し合う。

いじめやいじめの疑いに気付くための視点（例）

【学級担任、副担任】
・欠席や遅刻が多くなる。
・顔色が悪く、元気がない。
・下を向いて、視線を合わせようとしない。
・友達にいじられても愛想笑いをする。
・負担の大きい役割を請け負うことが多い。
・あからさまに教職員の機嫌をとる。
・成績が下がる。� など

【専科、教科担当、部活動等担当】
・部活動を休むことが多い。
・部活動の準備や片付けが特定の子供に偏る。
・教職員によって態度を変える。
・教職員の言動を素直に受け取らない。
・忘れ物が多くなる。
・道具が紛失する。� など

【スクールカウンセラー】
・全員面接による子供からの訴えがある。
・保護者から訴えや相談がある。　
・相談室の回りで見かけることが多い。
・校内巡視による子供の観察から異変に気付く。
� など

【養護教諭】
・頻繁に保健室を訪れる。
・�授業時間や下校時刻を過ぎても保健室から出よ
うとしない。
・保健室の周りで見かけることが多い。
・�けがの状況と本人が話すけがの理由が一致し
ない。� など

研修 6 「いじめ」の定義に基づくいじめの認知

取組の内容例
１�　教員向け、児童・生徒向け、保護者向けの資料を基に、いじめ

を発見するための視点を確認する。
　　　・教員向け「いじめ発見のチェックシート」（いじめ総合対策【第２次・一部改定】上巻 P92）
　　　・児童・生徒向け「生活意識調査例」（いじめ総合対策【第２次・一部改定】上巻 P94 〜 97）
　　　・保護者向け「いじめのサイン発見シート」（文部科学省）

２　いじめ問題に関するアンケートを実施する。
� （参考：「令和２年度　いじめについての意識調査（教員）」東京都教職員研修センター）
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いじめを見逃さないために

研修に当たっての確認事項

◆ 本人からの訴えには
・��　日頃から、「よく言ってくれたね。全力で守るからね。」という教職員の姿勢を伝えるとともに、
実際に訴えがあった場合には、全教職員でいじめを受けている子供を守り抜くための方策を考え、
実践しなくてはなりません。保健室や相談室等一時的に危険を回避する時間や場所を提供し、担
任やスクールカウンセラーを中心に、本人の心のケアに努めるなどして、心身の安全を確保します。

◆ 周りの児童・生徒の訴えには
・�　いじめを訴えたことにより、その児童・生徒へのいじめが新たに発生することを防ぐため、相
談室等、児童・生徒が話しやすい環境を確保して、訴えを真摯に受け止めます。
・�　「よく伝えにきてくれたね。」と思いやりのある行動を認め、情報の発信元は絶対に明かさない
ことを伝えるなどして、安心できるように配慮します。

◆ 保護者からの訴えには
・�　保護者がいじめに気付いたときに、直ちに学校に連絡できるよう、日頃から保護者との信頼関
係を築くことが大切です。
・�　問題が起こったときだけの連絡や家庭訪問では、信頼関係を築くことは困難です。日頃から児童・
生徒の良いところや気になることなど、学校の様子を積極的に伝えます。
・�　児童・生徒の苦手なところやできていない点を一方的に指摘されると、保護者は、自分自身の
しつけや子育てについて否定されたと感じることもあります。保護者の気持ちを十分に理解して
接することが大切です。

様々な方法で、子供のサインを受け止める

　児童・生徒の気になる様子について、「表情・態度」、「身体・服装」、「持ち物・金銭」、「言葉・言動」、
「遊び・友人関係」、「教職員との関係」のうち、どのような点で気付くことが多いですか。令和２年
度　東京都教職員研修センター「いじめについての意識調査（教員）」では、「いじめを認知する際、
児童・生徒のどのような点で気付くことが多いか」について、特に多い点を三つ尋ねました。結果
は以下の表のとおりでした。

校種 １位 ２位 ３位
小学校 表情・態度� （82.9％）遊び・友人関係�（74.5％）言葉・言動� （63.9％）

中学校 表情・態度� （81.8％）言葉・言動� （63.5％）遊び・友人関係�（61.9％）

高等学校 表情・態度� （79.2％）言葉・言動� （68.6％）遊び・友人関係�（56.6％）

特別支援学校 表情・態度� （80.4％）遊び・友人関係�（55.4％）言葉・言動� （53.3％）
　どの校種も、「表情・態度」「遊び・友人関係」「言葉・言動」が多く、他の項目（「身体・服装」、「持
ち物・金銭」、「教職員との関係」）と大きな差があります。研修等の機会に「いじめ発見のチェックシー
ト」等に示された観点や内容について改めて確認することで見逃しがないかを確認したり、気にな
る児童・生徒の様子について様々な観点や内容を基に協議したりすることが重要です。
　また、児童・生徒自身が、現在起きている危機的状況、又は今後起こり得る危機的状況に対応す
るために、適切な援助希求行動（身近にいる信頼できる大人にSOSを出す）ができるようにすること、
及び身近にいる大人がそれを受け止め、支援ができるようにすることも重要です。東京都教育委員
会「ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するための指導資料」（DVD）をぜひ御活用ください。

　多くの児童・生徒がいじめの被害者にも加害者にもなり得るということを踏まえ、全ての児童・
生徒について、日常からきめ細かな観察を行うことや、些

さ

細
さい

な様子の変化であっても見落とさずに
確認することが重要です。
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◯�　学級担任任せにするのではなく、全教職員が全児童・生徒の指導に責任を有しているという意識の
下、組織的に児童・生徒の状況を観察するとともに、情報共有によりいじめを早期に発見する。

ねらい

取組の内容例
１　情報共有の重要性を理解する。

早期発見

【事例の概要】
　当該生徒に対し、中学校２年生から部活動のグループや同級生からの暴行や金銭強要が繰り返し
行われていた。担任教諭は加害生徒に対して、注意を促す、握手をさせるなどの指導を行うだけであっ
た。３年生になり、欠席や遅刻等が多くなったが、担任は、本人や保護者から話を聞くこともなく、「学
校いじめ対策委員会」に報告しなかった。
　９月になり、集団から暴行を受けた後、学校を無断で欠席したことから、被害生徒の保護者が暴
行の事実を知り、加害生徒とその保護者との話合いがもたれた。
� 「いじめ問題に関する研究」（平成 26 年２月）34 ページ〜 38 ページ参考
� 東京都教職員研修センター　平成 26 年２月

○　いじめへの対応が遅れて、深刻な事態に至った事例を挙げて、情報共有の重要性を確認する。

２　校内で実践している情報共有の方法を確認する。

情報共有の取組例
【校舎内外の巡視】
　・�　登下校、休み時間、清掃時間、放課後等に、複数の教職員でチームを組んで校舎と校庭の巡
視を行い、教職員は、児童・生徒に積極的に声を掛ける。一人でいるなど様子や態度が気になっ
た児童・生徒については、周りの子供から聴き取り、記録簿に記入し、担当学年に報告する。

【教員同士・保護者・地域住民等による情報交換】
　・�　毎週、「学校いじめ対策委員会」において、校長、副校長、主幹教諭、養護教諭、スクールカ
ウンセラー及び学年主任で情報交換を行い、早急に対応が必要な児童・生徒への対応策を協議し、
一つの事象にとらわれず、いじめの全体像を把握する。また、保護者、地域住民、警察及び福
祉等の関係機関に対して、子供たちの様子で気になることがあったら、どんな小さなことでも
遠慮せずに学校に通報してもらえるよう、保護者会や「学校サポートチーム」の会議等の際に、
保護者・地域住民・各関係機関等に依頼する。

【生活情報ファイル】
　・�　電子データによる全児童・生徒のファイル等を作成し、情報を得た教職員は、管理職に報告し、
随時情報を記入する。学級担任、教科担任、養護教諭、部活動顧問はもちろんのこと、事務職
員なども気に掛かる児童・生徒の様子を記録・報告する。

３　取組の実施による成果や課題について話し合う。
○　継続して取り組むべきことは何か、現在の情報共有の方法に課題はないかについて確認する。

研修 7 いじめの早期発見のための情報共有
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いじめの早期発見、早期対応のための情報共有

研修に当たっての確認事項

◆ 情報収集
　学校は保護者・地域住民・各関係機関等、多方面から情報を収集することにより、いじめの認知
などの適切な判断につながります。そのため、「学校いじめ対策委員会」の定例会議や打合せ以外に
も、教職員は日常からほかの教職員や保護者、地域住民、各関係機関等と積極的にコミュニケーショ
ンを行い、情報交換をすることが大切です。
【行動１】学級担任とともに、児童・生徒の状況を把握する。
【行動２】情報交換システムを作る。
　○　「報告メモ用紙」、「連携ノート」、「子供を語るノート」などを活用し情報を共有する。
　○　「校内 LAN」を活用し、共有フォルダに情報交換用シートを作成し、期日を決めて記入する。
【行動３】保護者・地域住民・各関係機関等からも情報を収集する。
　○�　保護者・地域住民・各関係機関等からの情報は、管理職へ報告し対応を検討する。情報は記
録に残す。

◆ 情報集約
　課題を明確にすることで、適切に指導・対応をすることができます。そのために、収集した情報
を集約し、必要な情報を追加収集します。
【行動４】情報を集約し、分析する。
　○�　「学校いじめ対策委員会」では、情報が、「いつの時点のものか。」、「複数の情報源から確認で
きるものか。」、「客観性のあるものか。」などを検討する。

　○　情報の緊急性と重要性との二つの視点から、対応の在り方を検討する。
【行動５】指導の根拠となる資料を作成する。
　○�　「学校いじめ対策委員会」では、各教職員が入力したデータやノート等を基に、欠席状況、指
導状況、児童・生徒の傾向などを記入し、対応の方針を色別で分類するなどして、情報を共有
しやすいよう工夫する。

　○�　保護者・地域住民・各関係機関等からの情報は、資料として準備する。
　※　収集した個人情報等に係る内容については、その取扱いに十分な注意が必要である。

第２学年　赤：（学校全体）早急な対応　　緑：（学年）継続的な指導　　青：（学級）具体的な対応　　黒：解決済み
組 氏　名 9/10 9/17 9/24 10/1 10/8 10/15 生徒の傾向等 担任・学年の指導等
1 Ａ 友人関係のトラブル 経過観察
1 Ｂ 長期欠席の傾向 継続指導
1 Ｃ 精神的に不安定 継続指導
2 Ｄ いじめの被害 全教職員で守る
2 Ｅ Ｈさんへのいじめ（加害） 全教職員で指導
2 Ｆ 女子に嫌がる発言 経過観察
2 Ｇ Ｈさんへのいじめ（加害） 全教職員で指導
3 Ｈ 友人関係のトラブル 経過観察
3 Ｉ 長期欠席の傾向 経過観察

赤：早急な対応　　緑：継続的な指導　　青：学年・学級での具体的な対応　　黒：解決済み
組 生徒の傾向等 担任・学年の指導等
1 Ａさん：グループ内でいじめたりいじめられたりを繰り返す。 個々で話を聞き、個別指導中

1 Ｂさん：９月から欠席が続く。 継続指導　家庭訪問　
スクールカウンセラーによる面談実施

2 Ｅさん：Ｈさんに対する悪口が続く。 「学校いじめ対策委員会」で対応を決定
2 Ｇさん：Ｅさんに同調し、悪口を言う。 「学校いじめ対策委員会」で対応を決定
� 参考：国立教育政策研究所「生徒指導の役割連携の推進に向けて」平成 23 年３月

「色別分類シート（例）」　生徒の様子　令和○○年〇月○日

第２学年　　学級の様子　令和○○年〇月○日（担任による記入例）
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◯　レーダーチャートを作成することで、自己の取組を点検し、一人一人の対応力を強化する。
ねらい

研修 8 自己の取組を点検するレーダーチャートの活用

取組の内容例
１�　レーダーチャートを作成し、自己の取組を振り返る。

２�　自己のいじめ防止対策の取組状況の振り返り、成果と課題、具
体的な改善策について、簡潔に記入する。

３�　小グループ（同学年の学級担任等）で成果と課題、具体的な改
善策について情報共有する。

４�　小グループ内で共通で取り組む改善策を決定し、その実施時期、
優先度など、今後の取組計画を立案する。

　※優先度の決定基準（例）
　　優先度 1位　「緊急性が高く、即効性も高いもの」
　　優先度２位　「緊急性は高いが、即効性は低いもの」
　　優先度３位　「緊急性は低いが、即効性が高いもの」
　　優先度４位　「緊急性も即効性も低いが、実施するとさらに効果が期待できるもの」

　・　学校いじめ対策委員会でチェックリストを取りまとめ、傾向と対策について検討
　・　改善について悩みを抱えている教員に対する生活指導主任、管理職による面談

【取組についての留意事項】
○研修後、必要に応じて、以下の対応を行う。

○立案した取組計画について振り返る時間を設ける。

【レーダーチャート（「ふれあい月間『教職員シート』」）】
　レーダーチャート（「ふれあい月間『教職員
シート』」）は、教職員が自己の取組を点検す
ることで、いじめ防止の取組について一人一
人の対応力を強化することができます。
　「いじめ総合対策【第２次・一部改定】」上
巻 90 ページに掲載しています。

未然防止

　　　　　

評価 重点課題

①
【上】P38
【下】P72～73

②
【上】P56
【下】P74～77

③
【上】P27
【下】P70～96

④ 【上】P25～26

⑤ 【上】P24

⑥ 【上】P45

⑦ 【上】P70

⑧
【上】P45
【下】P84～85

⑨
【上】P27
【下】P86～87

⑩ 【上】P47～48

⑪
【上】P30
【上】P47～50

⑫
【上】P29
【下】P6～67

⑬ 【上】P29

⑭ 【上】P21.32

⑮ 【上】P36

⑯ 【上】P63

⑰
【上】P36
【上】P52～54
【下】P80～81

⑱ 【上】P64.75

子供たち自
身が、いじめ
について考え
行動できるよ
うにする

保護者の理
解と協力を得
て、いじめの
解決を図る

いじめを把握するためのアンケートを年３回以上実施し、その内容を教職員
間（スクールカウンセラー等の心理職を含む）で共有している。

相談しやすい
環境の中で、
いじめから子
供を守り通す

社会全体の
力を結集し、
いじめに対峙
する

児童・生徒に対して、不安や悩みがある場合は、些細なことでも担任や他の
教職員等に相談するよう指導している。

いじめ防止対策推進法に規定されている「重大事態」の定義と対処について
理解している。

いじめの事案について、児童・生徒の実態や指導の経過等の情報を、定めら
れた様式の電子ファイルに入力し、校内で共有している。

いじめ対策に関する学校評価の結果を受け、自身の取組を振り返ったり、改
善を図ったりしている。

取取組組状状況況のの見見ええるる化化

いじめ防止対策推進法に規定されている「いじめ」の定義に基づき、確実に
いじめを認知している。

いじめやいじめの疑いのある事例について、学年や「学校いじめ対策委員
会」と対応方針や役割分担を協議している。

年に３回以上、いじめ防止等のための校内研修やＯＪＴ等を受け、日常の指
導に生かしている。

「学校いじめ対策委員会」の職務内容や構成メンバーについて理解してい
る。

児童・生徒の気になる様子を把握した場合に、小さな事例でも「学校いじめ
対策委員会」へ報告している。

5

6

軽微ないじめ
も見逃さない

教員一人で
抱え込まず、
学校一丸と
なって取り組
む

保護者に対して、保護者会や学年便り等を活用し、「学校いじめ防止基本方
針」の内容について伝えている。

いじめが認知された場合には、被害・加害の双方の保護者に、解決に向けた
対応方針を伝えている。

学校サポートチームや事案に応じた関係機関の役割について理解している。

いじめが犯罪行為に該当することが疑われる場合、どのように対応すればよ
いか理解している。

日常の授業において、児童・生徒同士が話し合い、合意形成や意思決定を
行う場面を設定している。

3

4

いじめに関する授業を年３回以上計画し、実施している。

児童・生徒に対し、いじめは絶対に許されない行為であることを指導してい
る。

自校の「学校いじめ防止基本方針」の内容について理解している。

1

2

職層学校名
○○立○○学校

(全日制・定時制・通信制）
氏名 ○○　○○いじめ防止等の対策の取組状況について

11月【第２次・
一部改定】
該当ページ

１８のチェックリスト

教教職職員員シシーートト

６月

評価

0

1

2

①定義に基づく

確実ないじめの

認知
②対応方針・役

割分担の協議

③年３回以上の

研修の実施

④学校いじめ対

策委員会につい

ての理解

⑤基本方針の

理解

⑥学校いじめ対

策委員会への報

告

⑦重大事態の定

義・対処

⑧情報共有シー

トの活用

⑨学校評価の活

用

⑩児童・生徒ア

ンケートの実施

⑪ＳＯＳの出し方

に関する教育の

推進

⑫いじめに関す

る授業の実施

⑬いじめを許さ

ない指導の徹底

⑭合意形成や意

思決定の場面の

設定

⑮基本方針の

周知

⑯保護者への対

応方針の伝達

⑰地域、関係機

関等との連携

⑱重大性が高い

事案への対応 できている

どちらかと言えばできている

できていない

①① 【【実実行行】】 ④④ 【【計計画画】】 学学校校いいじじめめ防防止止基基本本方方針針のの改改訂訂③③ １１１１月月 【【評評価価・・改改善善】】 重重点点課課題題のの設設定定・・改改善善策策のの具具体体化化

６月

11月

【【６６月月】】 自自身身ののいいじじめめ防防止止等等のの対対策策 取取組組状状況況のの振振りり返返りり

②② ６６月月 【【評評価価・・改改善善】】 取取組組状状況況のの振振りり返返りり

【【１１１１月月】】 上上記記のの課課題題解解決決にに向向けけてて、、自自身身でで取取りり組組むむ具具体体的的なな改改善善策策

○○成成果果 ●●課課題題
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年間を見通した、いじめ防止に関する研修の計画的な実施

研修に当たっての確認事項

４月　校内研修①　いじめの定義、学校いじめ基本方針等の理解
○以下の内容について、関連資料を基に確認
　・いじめの定義
　・学校いじめ対策委員会、学校サポートチームの構成メンバー
　・学校いじめ防止基本方針
　・重大事態の定義と対処
○レーダーチャートの作成、教員自身の現状把握
　※�現状把握後、各教員が自身の自己申告に反映させる等により、確実に以降の取組を
実施するようにする。

６〜８月　校内研修②　１学期の振り返りと２学期以降の取組
○レーダーチャートによる現状把握と２学期以降の計画立案

10〜 11月　校内研修③　ふれあい月間の取組
○各教員の取組状況把握
○ふれあい月間での取組について協議
　・取組計画（実施時期、担当、取組内容等）
　・取組成果、まとめ、分析の方法　等

１月　職員会議　今年度の振り返りと次年度への引継ぎ
○各学年から成果報告
○具体的な取組の紹介や発表
○次年度に向けて引継ぎの確認
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早期対応

◯��　いじめの解決に向けて効果のあった取組事例を通して、「学校いじめ対策委員会」の役割について
の理解を深め、いじめ問題に対し、組織的に対応できるようにする。

ねらい

事例研修の進め方（※次ページ以降の事例を御活用ください。）

組織的な対応を行うための改善のポイント

　教職員は、いじめの定義や誰もが被害者・加害者になり得ることを十分に理解
し、児童・生徒との日常的な関わりを通して、児童・生徒の様子の変化をきめ細
かく観察する。

　教職員は自分が担任する学級・学年・教科等にかかわらず、児童・生徒の様子
で気になることを見聞きした場合、自分だけで判断せず、全ての事案について、
迅速に「学校いじめ対策委員会」に報告する。

　教職員から報告を受けた事案は、校長の指示の下、「学校いじめ対策委員会」
で協議を行い、対応方針を検討する。

　「学校いじめ対策委員会」が認知したいじめに対しては、対策委員会が具体的
な対応の在り方等について協議し、校長が決定する。教職員は、協議結果を踏ま
えて、組織的にいじめの解消に向けた対応を行う。 

１　個人演習
　・「事例の概要」を読み、自校においてこのようないじめが起きた場合、いじめを

解消するためにはどのような指導及び関係機関等との連携を行う必要があるの
かについて、この後に期待される取組の経過を記入する。

２　グループ協議
　・グループで、取組の経過からポイントになると考えられる取組を中心に意見交

換を行う。
　・取組の経過をグループで話し合い、まとめる。

３　全体発表
　・「事例の概要」で解決すべき問題点及びグループでまとめた取組の経過について

発表する。

４　事例における対応についての評価
　・事例における「取組の経過概要」と「事例が解決に至ったポイント」、自校の「学

校いじめ防止基本方針」を踏まえ、「学校いじめ対策委員会」を核とした組織的
な取組となっているかなどについて、校長による解説と講評を行う。

５　事例からの学び
　・事例研修を振り返り、学んだことをまとめる。

研修 9 いじめの解消に向けて効果のあった取組

1

2

3

4
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異学年との関わりがいじめに発展した事例

　放課後、児童三人が、「先生、Ａの靴が片方ありません。」と担任に訴えてきた。児童Ａは
学年を問わず人気があり、目立つ存在の児童であるが、靴が見当たらないためか不安そうな
顔をしている。担任は児童Ａと児童らと一緒に昇降口の靴箱付近を探したが児童Ａの靴は見
当たらない。さらに、校舎の周りを探し始めたところ、校舎の裏側で児童Ａの靴が見付かった。
靴の中には砂利がいっぱいに詰め込んであり、靴の中に詰められた砂利をのけると、奥の方
に小さな紙切れが入っていた。紙切れには、児童Ａに対する悪口が書かれていた。
　翌日の昼休み、昨日児童Ａとともに靴を探した児童Ｂは、担任に対して「最近、児童Ａが
上級生の児童Ｃと児童Ｄとよく話している。児童Ａは、児童Ｃと児童Ｄが教室に来るとそわ
そわし、困ったような表情をしていることがある。」と話した。

〈事例の概要〉�

□ 取組の経過

□ 事例からの学び
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異学年の集団への対応

異学年交流による人間関係づくり

「学校いじめ対策委員会」の機能

　異学年が関わる休み時間や登下校時での問題であったため、見守り担当教員による行動観察、
継続的な支援を行った。また、地域や保護者による通学路ボランティアパトロールとの情報交
換を密に行ったことにより、児童の人間関係を把握することができた。

　クラブ活動や委員会活動、１学年から６学年の編成で活動を行う縦割り班では、自分で判断
して行動する力、所属意識と高学年としての役割意識の向上に焦点を当てた。教職員が、児童
の主体性を高めるために、目的や内容を明確にする場を設定したり、一人一人を丁寧に見て、
変容や伸びを称賛することによって、自尊感情や自己肯定感を高めたりする取組を行った。

　「学校いじめ対策委員会」へ報告する体制が確立していたため、全教職員の共通理解の下に、
一貫した指導と、速やかな対応が実現した。

取組の経過概要

事例が解決に至ったポイント

事案発覚からの
情報共有

児童Ｂからの報告
による事実の確認

加害児童への対応

被害児童への対応

学校体制と関係 
機関等との連携

・　担任は学年主任に報告した。
・　�学年主任は、生活指導主任に報告するとともに、児童Ａの保護者

に電話で状況を伝えた。
・　児童らと児童Ａの靴を探した。⇒　発見した。
・　「学校いじめ対策委員会」にて事案を「いじめ」と捉え、今後の

対応と役割分担を決定した。

・　担任は、児童Ｂから最近の児童Ａの気になる様子の情報を得た。
・　新たな情報を学年主任に報告した。
・　関係児童の担任へ報告した。

・　「学校いじめ対策委員会」で、複数教職員による聞き取り態勢を
確認した。

・　児童Ｃ、児童Ｄの聞き取りから、新たな児童Ｅの関与が判明した。
・　児童Ａの保護者に、これまでの経緯を説明するとともに、児童Ｃ、

児童Ｄ、児童Ｅの保護者に状況を伝えた。
・　担当学年と生活指導主任を中心に、靴を隠した動機、それぞれの

思い、言い分をじっくりと聞いた。他人の痛みを理解できるよう、
指導を根気強く行った。

・　担当学年の教員とスクールカウンセラーが、児童Ａの不安を解消
するための支援を行った。また、週に一度、担任と児童Ａが個別
に面談する時間を設定するとともに、適宜、スクールカウンセ
ラーとも面談を行い、その後の様子の確認や心のケアを行った。

・　校内における休み時間や登下校の様子を観察するための校内体制
を整え、複数の教職員で児童を見守った。

・　民生・児童委員、児童館の職員に、いじめの実態を伝え、該当す
る児童の様子の見守りを依頼した。
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児童の特性に応じて関係機関等と連携した事例

　児童Aは、周りの雰囲気を感じ取ったり、友達とうまくコミュニケーションを図ったりす
ることが不得意である。また、こだわりが強く協調性に欠けるため、周囲とトラブルになる
ことも多い。学級内で、次第に児童Ａを敬遠する雰囲気が感じられたが、児童Ａが気にする
様子は見られなかった。
　ある日、担任は、児童Aの座席の一つ後ろの児童Bが、児童Aに対して必要以上に避ける
態度をとっていることに気付いた。担任は児童Ｂの様子をしばらく見守っていたが、班で集
めて提出するプリントを児童Ａのものだけ集めなかったり、児童Ａが落とした消しゴムを蹴っ
たりする行動が見られたため、その日の放課後、児童Bと個別面談を行った。児童Bは児童
Aの行動が不快であり、嫌悪感が増していったという主旨の話をした。
　三日後、児童Ａの保護者から校長に電話があり、同じ学級の児童の保護者から、学級内で
の児童Aの様子を心配する話を聞き、事実ならば納得がいかないとの話があった。

〈事例の概要〉�

□ 取組の経過

□ 事例からの学び
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対応方針の決定

児童Ａの支援体制
づくりと、関係機

関等との連携

学級の保護者 
への説明

学級の児童 
への指導

・　保護者からの電話後、「学校いじめ対策委員会」による協議を行
い今後の方針を検討した。

・　児童Ａの保護者と面談し、信頼の回復に努めるとともに、専門医
の助言を受けることを進めることとした。

・　担任は児童Ａと話し合い、日頃の思いを受け止めることとした。
・　学年が一体となり、学級集団への指導に当たることとした。
・　スクールカウンセラー、特別支援教育コーディネーターと連携し

て、児童Ａのサポートを行うこととした。

・　児童Ａが医療機関で診察を受けるとともに、学校は必要に応じて
医療機関と連携して指導に当たっていくことについて保護者から
了解を得た。

・　学校は、児童Ａの「学校生活支援シート」を作成するとともに、児
童Ａについて全教職員に周知し、サポートできる体制を確認した。

・　担任は、児童Ａに、嫌なことや困ったことがあったらすぐに担任に
相談に来るよう話すとともに、学校は必ず児童Ａを守ると伝えた。

・　担任は、児童Ａの保護者の了解を得て、保護者会で学級の中で児
童Ａを避けたり疎外したりする行為が見られていることを伝えた。

・　その上で、今後の学校の指導方針を説明し、学校の指導等につい
て協力を求めた。

・　担任は、学級の児童に対して、いかなる理由があっても、いじめ
は絶対に許されない行為であることを指導した。

・　いじめを受けて心が傷付いた児童Ａの気持ちを考えさせた。
・　道徳や学級活動を通して、「思いやり」や「個性（自分らしさと

その人らしさ）」について話し合う時間を設定した。

「学校生活支援シート」を活用した関係諸機関等との連携

児童に対する正しい理解

保護者への綿密な報告

　定期的な支援会議を通して、学校と家庭、関係機関等による「学校生活支援シート」に基づ
いて、支援の役割分担や今後の方針等について話し合った。様々な観点から情報交換すること
により、適切な指導や支援を行うことができた。
※�「学校生活支援シート」とは、本人や保護者の希望を踏まえて、教育、保健・医療、福祉等が連携して、児童・
生徒を支援していく長期計画のこと（平成26年　東京都教育委員会　「これからの個別の教育支援計画」より）。

　この事例は、周囲が児童Ａの特性を理解しないまま学年が上がり、いじめへとつながったも
のである。まず、自分のことを理解してもらえず、必要な支援を受けることができなかった児
童Ａのこれまでのつらさや苦しさについて全ての児童が理解できるようにすることに努めた。
少しずつ児童Ａ自身の行動に落ち着きが見られ、ほかの児童も児童Ａの特性に配慮できるよう
になった。

　保護者から悩みや要望を聞き、その思いを受け止めることに努めた。その上で、いかなると
きも、全力でＡを守り抜くことを保護者に伝えたことにより、信頼関係を築くことができた。
教職員は、児童Ａの行動面だけに着目して対応することがないよう、その背景を踏まえて指導
に当たったことが問題の解決につながった。

取組の経過概要

事例が解決に至ったポイント
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いじめる側といじめられる側が逆転した事例

　生徒Aは、ユーモアがあり行動力もあることから学級内でも一目置かれる立場である。生徒
Aといつも一緒に行動するグループ内では、時々生徒Aが強い語調で生徒Bと生徒Cに接し
たり指示を出したりする姿が見られることもあったが、問題があるようには見えなかった。
　ある日、生徒Bと生徒Cから、「生徒Aが自己中心的で困っている。」という相談を受けた。
担任は生徒Aのグループでの関係を注意して見るようになり、自己中心的な発言が見られた
ときには、その場で指導した。その後、生徒Bと生徒Cからは、「関係が良くなった。」との
報告があり、担任は安心していた。
　しかし数日後、生徒Bと生徒Cが中心となり、生徒Aが発言するとほかの生徒と目くばせ
をしたり、生徒Aの背後から不自然なせき払いをしたりするなどの様子が見られた。担任は
生徒Bと生徒Cに話を聞くと、「今までやられたことをやり返しているから悪くない。」と答
えた。
　１か月ほど経ち、生徒Aがたびたび遅刻するようになった。保護者に電話をしても、「自分
も今起きたばかりで、生徒Aは家にいないので、朝いつものように家を出たと思う。」との回
答だった。ある朝、保護者に連絡がつかなかったため、教職員が分担して生徒Aを探したと
ころ、公園で泣いている生徒Aを発見した。生徒Aは泣きじゃくりながら、「生徒Bと生徒
Cから金銭を要求された。家の人に相談しても聞いてもらえない。」と話した。

〈事例の概要〉�

□ 取組の経過

□ 事例からの学び
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・　担任がいじめの事実について生徒Ａの母親に連絡したところ、生
徒Ａの母親は「仕事が忙しく、あまり生徒Ａに関わっていない。」
と話した。

・　担任から報告を受けた校長は、「学校サポートチーム」を招集し、
生徒Ａの家庭支援を含めた今後の方策について協議することを
依頼した。

・　「学校サポートチーム」での協議を受け、担任とスクールソーシャ
ルワーカーが、交互に生徒Ａの家庭を訪問して、学校と生徒Ａの
母親との関係を築いた。

いじめの認知と 
情報共有

いじめ解消に 
向けた対応

Ａの家庭支援 
に向けた対応

生徒Ａの支援体制 
づくりと、関係 
機関等との連携

・　公園で泣いている生徒Ａを発見した教職員は直ちに校長に報告した。
・　校長は直ちに「学校いじめ対策委員会」を招集し、生徒Ａに対す

る行為をいじめと認知するとともに、解消に向けた今後の方策を検
討するよう指示した。

・　「学校いじめ対策委員会」が策定した対応方針に基づいて、担任は
学年主任とともに生徒Ａに聞き取りを行い、生徒Ｂと生徒Ｃからの
金銭要求の事実確認を把握した。

・　担任と学年主任は生徒Ｂと生徒Ｃにも聞き取りを行い、生徒Ａに対
する金銭要求の事実を確認するとともに、生徒Ａに対する思いを聞
いた。

・　副校長は金銭要求の事実について、スクールサポーターに連絡した。

・　スクールカウンセラーが生徒Ａと面談を行い、心のケアを行った。
・　担任は、生徒Ｂと生徒Ｃに対して、金銭を要求をすることは犯罪

行為となることを伝えるとともに、いじめを受けて心が傷付いて
いる生徒Ａの気持ちを考えさせた。

・　生徒Ａに了承を得た上で、生徒Ａ、生徒Ｂ、生徒Ｃによる話合い
の場を設定し、担任同席の下で互いの気持ちを素直に伝え合わせ
た。その後、生徒Ｂと生徒Ｃは謝罪した。

・　スクールソーシャルワーカーが、生徒Ａの母親が在宅する日中に
家庭訪問を行う中で、生徒Ａの学校での状況を伝えるとともに、
生活上の悩み等の相談に乗りながら家庭支援につなげた。

「学校サポートチーム」の活用

生徒への適切な指導

スクールソーシャルワーカーを活用した生徒Ａの家庭支援

　外部人材により構成された組織である「学校サポートチーム」を活用し、生徒Aの家庭への支援や、
生徒Bや生徒Cへの指導について協議することを通して、適切な指導や支援を行うことができた。

　この事例は、生徒Aと生徒B、生徒Cのいわゆる「力関係」が逆転することで発生した事
案である。まず、生徒Bと生徒Cの気持ちに寄り添いつつも、だからと言って生徒Aにいじ
めを行ってよいという理由にはならないことや、いじめを受けて心が傷付いた生徒Aの気持ち
を理解させるようにした。また、金銭の要求については、警察のスクールサポーターとも連携
しながら、犯罪行為であり絶対に許されない行為であることを指導した。

　スクールソーシャルワーカーが生徒Ａの家庭訪問を行う中で、生徒Ａの母親とも信頼関係を
築くとともに、母親から伝えられた生活上の悩み等の相談に乗ることを通して、生徒Ａの家庭
支援につなげた。学校と家庭の連携により、子供が安心して相談できる環境を構築した。

取組の経過概要

事例が解決に至ったポイント
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ＳＮＳの書き込みからいじめが発見された事例

　生徒Ａは、学級委員として活躍するなど、学校生活において、何事にも積極的に取り組み、
夏休み前の欠席は１日もなかった。
　しかし、９月に入ったばかりの２週間の間に３回、腹痛や気分の悪さを訴え、保健室で身
体を休めることが続いた。
　担任は、休み時間、生徒Ａに、家庭の様子や友人関係などについて聞いたところ、話しづ
らそうに、「誰にも言わないでください。」と前置きした上で、「最近、仲のよかった生徒Ｂた
ちとうまくいっていない気がする。」と話した。担任が「どうして、そう思うの。」と聞くと、
生徒Ａは、「何となく。」とだけ答えた。
　担任は、生徒Ａを気に掛けて観察していたが、生徒Ａは、教室に戻ると、以前と同じように、
授業中に発言する等、意欲的に取り組んでいた。担任は、しばらく様子を見ることにした。
　９月下旬のある日の昼休み、担任は、暗い表情をして沈み込み、教室に一人でいる生徒Ａ
に気付いた。担任は、その日の放課後、生徒Ａに「何か心配なことがあるの。」と聞くと、生
徒Ａは、「昨日、生徒Ｂたちから、ＳＮＳに『お前、調子に乗るなよ。ばか。』と書き込まれた。」
と話した。

〈事例の概要〉�

□ 取組の経過

□ 事例からの学び
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・　担任は、生徒Ａから、生徒Ｂたちとの関係について聞き取りを行
い、新たに生徒Ｂのグループのメンバーである生徒Ｃ、生徒Ｄの
情報を得た。

・　担任は、生徒Ａから得た新たな情報を学年主任に報告した。
・　担任は生徒Ｂを含む関係生徒の担任へ報告した。
・　スクールカウンセラーは生徒Ａとの面談を通して、生徒Ａの心の

ケアを行った。

いじめの認知と 
情報共有

学校体制と情報 
モラル教育の推進

生徒Ａの支援体制 
づくりと事実の確認

生徒Ａ及び加害 
の生徒への対応

・　担任は生徒ＡにＳＮＳの書き込みを削除しないよう伝えるととも
に、学年主任に報告した。

・　学年主任は、生活指導主任及び管理職に報告した。
・　校長は担任に事実確認を行うよう指示するとともに、直ちに「学

校いじめ対策委員会」を招集した。
・　「学校いじめ対策委員会」にて事案を「いじめ」と捉え、今後の

対応と役割分担を決定した。

・　生徒Ａ及び生徒Ｂ、生徒Ｃ、生徒Ｄの了承を得た上で、生活指導
主任と担任が同席して話合いの場を設定した。毎日下校時に、担
任は生徒Ａと簡単な面談を行って、生徒Ａの状況を把握するとと
もに、適宜、スクールカウンセラーとの面談を設定して、生徒Ａ
の心のケアを行った。

加害の生徒 
への対応

・　生徒Ａから聞き取った内容やＳＮＳの書き込みを基に、生活指導
主任及び生徒Ｂ、生徒Ｃ、生徒Ｄの担任が、個別に聞き取りを行
い、ＳＮＳに書き込みをした理由やそれぞれの思い、言い分を
じっくりと聞いた。他人の痛みを理解できるよう、指導を根気強
く行った。

・　担任は、生徒Ａの保護者にこれまでの経緯と今後の対応について
説明するとともに、生徒Ｂ、生徒Ｃ、生徒Ｄの保護者にも同様の
内容を説明した。

・　担任は指導の経過を「学校いじめ対策委員会」に報告するととも
に、休み時間や登下校の様子を観察するための校内体制を整え、
複数の教職員で生徒Ａの見守りを行った。

・　インターネットを通じて行われるいじめを阻止することを目的と
して、情報モラルに関する授業を全学年で実施した。

ＳＮＳ上のいじめへの対応

「学校いじめ対策委員会」における迅速な協議

教職員同士の組織的な対応の推進

　担任は、生徒Ａからの第一報を受け、ＳＮＳの書き込みを削除しないよう伝え、書き込みを保存し
ておくことで、その後の事実確認をスムーズに行うことができた。また、いじめに関する授業として
生徒のＳＮＳ利用の実態を基に、情報モラルに関する授業を実施した。

　校長のリーダーシップの下、速やかに「学校いじめ対策委員会」を招集し、いじめの早期解
決に向けて、対応を協議することができた。

　「学校いじめ対策委員会」で決定した役割分担を踏まえ、担任、生活指導主任、スクールカ
ウンセラー等が連携しながら対応することができた。また、対応後も複数の教職員で生徒Ａの
見守りを行い、学校全体で組織的に対応することができた。

取組の経過概要

事例が解決に至ったポイント
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97第４部

Ａ教諭は、廊下でプロレス
ごっこをしている６年生男子
児童らを発見

Ａ教諭は研修会場に向かう
路上で、携帯電話から副校長
に報告

昼休み、学校いじめ対策委員
会で協議

夕刻、学校いじめ対策委員会
で、いじめの判断、対応につ
いて協議

児童Ｂ「いてててて。」
Ａ教諭「どうしたの。」
児童Ｂ（笑いながら）「大丈夫です。」

Ａ教諭（心の声）「仲よく遊んでいるように見えたし、６年
生ってあんなものなのかも…　研修に遅れるわけに
はいかない。」

校　 長（Ａ教諭の記憶の中の声）「子供の様子で気になるこ
とを見聞きしたら、どんな小さなことでも、すぐに
学校いじめ対策委員会に伝えてください。」

Ａ教諭（心の声）「やはり、念のため連絡しておこう。」
Ａ教諭【携帯電話を操作し】「副校長先生、私の思い過ごし

かもしれないのですが、実は学校を出る前に…」
副校長「昼休みに学校いじめ対策委員会のメンバーを集め、

私から伝えておきます。」

養護教諭「Ｂ君は、『何でもない。』としか言いませんでした。」
担　 任「保護者からは、息子は、最近元気がなく、『Ｃ君や

Ｄ君と遊びたくない。』と言っていると聞きました。
保護者に『電話いただきありがとうございました。』
と言われたので、Ａ先生がはじめて気付いたことを
伝えました。」

学年主任「Ｃ君も、Ｄ君も、ふざけているだけと言っていま
すが…」

校　 長「Ｂ君が悩んでいることが分かりました。学校とし
ていじめと認知します。では、これからの対応につ
いて考えていきましょう。」

生活指導主任「Ｂ君のプロレスの相手は、Ｃ君やＤ君ではないで
すか。」

養護教諭「Ｂ君はよく保健室に来るから、この後すぐ、私か
ら聞いてみます。」

担　 任「私は、Ｂ君の保護者に、家で気になることがない
か聞いてみましょう。」

学年主任「私は、Ｃ君とＤ君に、誰から聞いたとは言わずに、
『給食準備中にプロレスをやっていたそうだけど…』
と聞いてみますね。」

　新規採用１年目のＡ教諭（３年生担任）は、午後に予定されている若手教員
育成研修会に参加するため、急いで更衣室に向かっている途中、廊下でプロレ
スごっこをしている６年生の児童Ｂ（男子）らの様子を見掛ける。
� 【被害の子供：小学校６年　男子】

1 教員が小さなトラブルに気付きいじめを発見した事例

いじめ問題への対応事例第3章
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学級のグループごとに、みん
なで遊ぶ内容について話合い

児童Ａの保護者は、担任に子
供が泣いて帰ってきたと訴え

学校いじめ対策委員会で、
いじめの認知、対応について
検討

担任から児童Ａの保護者へ
電話で連絡

担任・学年主任が児童Ｂの
保護者と面談

担任から児童Ａへの声掛け

担任から児童Ｂへの声掛け

児童Ｃ「何で遊ぶか決めよう。ドッジボールがいいな。」
児童Ｂ「Ａさんも黙っていないで何か意見を言いなよ。」
児童Ａ「………」（うつむいて涙ぐむ。）

担　 任「学校は、いじめとしてしっかりと対応します。Ｂ君
にＡさんが傷付いてしまったことを気付かせ、今後
の言動について気を付けるよう話をします。Ａさん
が安心して学校に通えるようにしたいと思います。」

保護者「うちの子が、いじめの加害者ということですか。」
担　 任「そうではありません。Ｂ君は優しいのでＡさんに

も意見を言ってほしいと思い、声を掛けたのだと思
います。ただ、ＡさんはＢ君の言葉に傷付いてしまっ
たようです。私から、ＡさんにＢ君の優しさを伝え
ます。」

担　 任「つらい思いをしていたのに気付いてあげられなくて
ごめんね。Ｂ君には、Ａさんの気持ちを分かってもら
えるように先生から話をするから心配しないでね。」

担　 任「Ｂ君はみんなに優しく声を掛けていますね。先生
はそんなＢ君が大好きです。実は、Ａさんのことで
一緒に考えてほしいことがあるのだけれど……。」

保護者「Ｂ君に言われたことで、学校に行きたくないと言っ
ています。いじめではないでしょうか。」

担　 任「傷付いて帰ったことに気が付かず、申し訳ありま
せん。すぐに学校いじめ対策委員会に伝え、対応を
検討します。その結果を改めて本日中に連絡しま
す。」

学年主任「Ｂ君は好意で言ったのだと思いますが、Ａさんが
つらいと感じているのだからいじめということです
よね。」

担　 任「しかし、Ｂ君の言動をいじめというと、トラブル
になってしまう可能性もあります。」

生活指導主任「Ａさんが傷付いていることは確かなので、いじめ
と認知して解決しなければなりません。しかし、Ｂ
君にはいじめという言葉を使わないで話をしましょ
う。」

　児童Ａ（女子）、Ｂ（男子）、Ｃ（男子）らは、学級でみんなで遊ぶ内容を話し合っ
ていた。児童Ｂは意見を言わない児童Ａに、「意見を言いなよ」と促したが、児
童Ａは泣き出してしまった。
� 【被害の子供：小学校２年　女子】

2 悪気のない言葉で、相手を傷付けてしまった事例い
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顧　 問「Ａさんがいじめを理由に休んでいるんですか。私
が見ている限りでは、Ａさんの方がＢさんやほかの
部員にきつい言葉を掛けているように思いますが
…」

担　 任「本当ですか。状況は複雑かもしれませんね。すぐ
に学校いじめ対策委員会に報告して、対応を検討し
てもらいましょう。」

生徒Ｂ「いじめられているのは、むしろ私たちの方です。
Ａさんはよく『やる気がないなら、やめちゃえば。』
と言ってきます。特に私はミスが多いので『何度同
じこと言わせるの。もういい加減にして（強い口調
で）。』と言われて、トイレで泣いたこともありまし
た。」

顧　 問「Ａさんはバレーボールの経験が長いから、ついき
つく言ってしまうのかもしれないね。」

担　 任「それで、みんなで無視して仕返ししようとしたの
かな。」

生徒Ｂ「………」（涙ぐむ。）

顧　 問「Ｂさんの気持ちはよく分かります。これはいじめ
には当たらないのではないでしょうか。」

生活指導主任「いや、Ａさんが傷付いていれば、いじめに該当し
ます。これは、ＡさんＢさんがそれぞれいじめの被
害者でもあり加害者でもある事例です。」

担　 任「分かりました。少しでも早くＡさんと話をした方
が良いと思うので、これから家庭訪問をします。そ
の上で、Ｂさんたちと話し合うことを勧めてみま
す。」

顧　 問「それでは、私は、Ｂさんの保護者に電話してこの
ことを伝えます。」
※�伝える内容等については、上巻60ページ「具体
的な取組　◎ いじめの程度に応じた対応（例）」
を参考に検討する。

保護者「娘がバレーボール部のＢさんたちからいじめられ
ているようです。『もう学校に行きたくない。』と言っ
ています。何があったのでしょうか。」

担　 任「Ａさんが、つらい思いをしていたことに気が付け
ず申し訳ありません。すぐにバレーボール部の顧問
に確認して、本日中に御連絡します。」

生徒Ａの欠席について
保護者が担任に電話で連絡

担任がバレーボール部顧問に
部活動内のいじめについて
確認

学校いじめ対策委員会での
協議

担任とバレーボール部顧問が
バレーボール部員一人一人に
聞き取り

学校いじめ対策委員会で
今後の対応について協議

　生徒Ａ（女子）は、バレーボール部に所属し、積極的に活動していたが、同
じチームの生徒Ｂ（女子）たちのミスを厳しく指摘することが多く、次第に仲
間から疎まれ無視されるようになった。
� 【被害の子供：高等学校２年　女子】
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ＳＮＳによる生徒Ａへの
いじめについて、生徒Ｂが
担任に相談

相談を受けた教員から管理職
等への報告と、管理職から対
応方針等の指示

学校いじめ対策委員会での協議

担任が生徒Ａ及び関係生徒の
保護者に電話で連絡

担任と学年主任が生徒Ａに
話を聴く

東京都教育相談センターに児童・
生徒への対応や理解について	
相談することができる。
「教職員等からの児童・生徒理解に関する相談」

03（3360）4160

生 徒 Ｂ「Ａさんが LINE でいじめられています。いじめ相談ホット
ラインに電話したら、身近な大人から学校の先生に伝えても
らうように言われたそうなんですが、先生にも親にもなかな
か相談できずにいるみたいなんです。」（画面を見せる。）

担　 任「話してくれてありがとう。Ｂさんが相談に乗ってくれて、
Ａさんは心強かったと思うよ。放課後、Bさんから話を聞い
たよと先生からＡさんに声を掛けてもいいかな。」

学年主任「昼休みに、担任から、Ａさんが LINE によるいじめで苦し
んでいるという相談を受けました。（内容の詳細を報告）」

校　 長「早速、担任の先生をはじめ学年の先生方を中心に、Ａさん
に話を聞いてください。終わったら、もう一度集まって協議
しましょう。この後も、Ａさんの様子を皆で注意していきま
しょう。」

担　 任「普段接していて、Ａさんは自分の思いを伝えるのがあまり
得意ではないように感じます。相談センターは、話の切り出
し方などについてもアドバイスをしてくれるそうですが、今
日はスクールカウンセラーの勤務日なので、まず、スクール
カウンセラーに相談してみます。」

担　 任 （生徒Ａから聞き取った内容や相談（見守り）体制等を報告）
生徒Ａの
保 護 者

「最近、以前ほどはスマホを見なくなりました。ただ、見たと
きには、元気がない様子が見られて…悩んでいたんですね。家
庭でも娘の様子に気を付けるようにします。」

担　 任 （生徒Ａ及び関係生徒から聞き取った内容や指導体制等を報告）
関係生徒
の保護者

「そんなことがあったんですか…。分かりました。家でも話
をしてみます。友達関係も注意して見ていきます。」

担　 任「引き続き学校でも様子を見ていきますので、何か気になる様
子がありましたら、御連絡ください。よろしくお願いします。」

担　 任 （生徒Ａから聞き取った内容を報告）
校　 長「早速、関係する生徒に話を聞きましょう。学年主任と生活指

導主任の二人で、どのような体制で話を聞いたり、保護者へ
の連絡を行ったりするのか提案してください。先生方全員で
協力して解決していきましょう。」

担　 任「（スクールカウンセラー、相談センター等の助言を受け、生
徒の気持ちに寄り添いながらＡから話を聞く）つらかったね。
話してくれてありがとう。」

学年主任「今の状況が続くのは良くないよね。これから状況を知って
いる人たちに話を聞こうと思っています。先生たちはAさ
んを守っていくから、安心してください。」

　いじめ防止対策推進法に基づき、学校は、生徒Ａ（被害者側）保護者と、関係した生徒たち（加害者側）保護者に
事実を共有し、家庭での見守りと指導をお願いすることとした。

校　 長「安易にいじめが解消されたと考えずに、本当に再発がない
か、授業や部活動の様子をしばらく観察してください。養護
教諭からも声掛けをお願いします。」

　生徒Ａ（女子）は LINEによる「ムカつく」「うざい」等の同学年の複数の生
徒からの誹

ひ

謗
ぼ う

中傷に悩み、東京都いじめ相談ホットラインに電話をした。身近
な大人や信頼できる人に相談するように具体的な相談方法等も助言を受け、親
友の生徒Ｂ（女子）に相談した。子供だけでの解決が難しいと思った生徒Ｂは、
担任に相談した。� 【被害の子供：中学校１年　女子】

4 LINE への書き込みを友達が教員に伝えた事例

学校いじめ対策委員会による
その後の状況の確認

＜教員の指導により一定の解消後＞
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担　 任「このアンケートは、全員面接を控え、皆さんの悩
みや不安について、学校として真剣に受け止め解決
するために行うものです。ほかの生徒と見せ合うこ
となく、一人一人が真剣に記載し、チェックが終わっ
たら、半分に折って直接提出してください。」

Ｓ　 Ｃ「『少し悩んでいる』というところにチェックしてい
ますね。何に関する悩みですか。」

生徒Ａ「でも、今はもう大丈夫です。」
Ｓ　 Ｃ「急には話しづらいかもしれませんね。今度時間を

取るのでじっくり聞きますよ。悩みごとはどんな小
さなことでも早いうちに、誰か大人の人に相談した
方がいいですよ。『少し悩みがある』にチェックし
ていることは私から担任の先生に伝えてもいいです
か。」

Ｓ　 Ｃ「Ａ君は『今は、もう大丈夫』と言っているのです
が…」

学年主任「Ａ君から話を聞いた方がいいですね。次にＳＣが
来るのは１週間後ですね。」

Ｓ　 Ｃ「『少し悩みがある』にチェックしていることは伝え
ていいと言っています。」

担　 任「まず私から声掛けしてみましょうか。」
学年主任「Ａ君は確か野球部でしたね。顧問の○○先生にお

願いしてみましょう。」

顧　 問「何か気になっていることがあるの？」
生徒Ａ「部活ではないけれど、同じクラスの生徒からよく

『お前、空気読めないな。』って……」

担　 任「Ａ君はこのことをあまり話したくないようにして
いたので、お母さんにお伝えすべきか迷ったのです
が…」

保護者「お伝えいただきありがとうございました。息子に
とって、先生方が気付いてくれていることが安心に
つながると思います。しばらく様子を見ていただけ
ますでしょうか。」

担　 任「分かりました。それでは週末にその後の様子を連
絡いたします。」

ホームルームで全員面接の
事前説明とアンケートの実施

ＳＣによる全員面接の場で
生徒Ａとの面接

学校いじめ対策委員会で
全員面接の結果について協議

野球部顧問による生徒Ａへの
声掛け

担任から生徒Ａの保護者に
電話で連絡

　生徒Ａ（男子）は、スクールカウンセラー（ＳＣ）による全員面接の事前ア
ンケートで「少し悩みがある」にチェックしていたが、全員面接の時は、「今は、
もう大丈夫」と言って、この件について話そうとしなかった。
� 【被害の子供：高等学校1年　男子】

5 スクールカウンセラーの全員面接からいじめを発見した事例 い
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学校いじめ対策委員会での
協議

学校サポートチーム定例会
での協議

担任は、生徒Ａらが生徒Ｂ
（男子）のかばんを蹴飛ばす
状況を発見し、校長に報告

学校サポートチーム臨時会議
にて対応の検討

担任は家庭訪問をし、
生徒Ａの保護者と面談

　不登校傾向がある生徒Ａ（男子）たちは、登校すると他の生徒を冷やかした
りからかったりしていた。家庭の協力もあまり得られず、改善が見られない状
況が続いていた。
� 【被害の子供：中学校２年　男子】

6 学校サポートチームを活用して対応した事例

学年主任「Ａ君たちは、ほかの生徒たちが真面目に行動する
と、冷やかしたりからかったりします。指導はして
いますが、家庭の協力も得られず、改善が見られま
せん。」

副校長「学校サポートチームの定例会が近日中にあるので、
支援策を検討してもらいましょう。」

ＳＳＷ「該当生徒の家庭訪問をして、状況を確認してみま
す。」

主任児童委員「Ａ君の保護者は、私のかつての同級生だから、相
談に乗ってみますよ。」

※ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）

担　 任「校長先生、Ａ君たちがＢ君のかばんを蹴飛ばして
からかっていました。彼らの行動はエスカレートし
てきています。早急に対応する必要があります。」

校　 長「臨時の学校サポートチーム会議を招集しましょ
う。」

主任児童委員「Ａ君の保護者も、養育に悩んでいました。」
ス ク ー ル
サポーター

「このまま放っておくと、犯罪につながってしまう可
能性があります。Ａ君らは万引きで指導したことが
あるので、私から声を掛け注意してみましょうか。」

ＰＴＡ会長「でも、Ｂ君が仕返しされないか心配です。」
生活指導主任「学校としてＢ君を絶対に守ることを保護者に伝え、

理解を得ておきます。」

担　 任「私は１年生の時からＡ君を見ていますが、本当は
とても優しい子なのに、最近、何かに悩んでいるの
か行為がエスカレートしてしまっているように思う
んです。学校としては、今のうちにＡ君のためにも、
厳しく指導をすることも必要と考え、元警察官の方
に話をしてもらおうと思っています。もちろんその
後のフォローは私たちでいたします。」

保護者「そうですね……。私も最近手に負えなくなってい
るので、そういうことも必要なのかもしれません
ね。」
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いじめについて
学校と共に考える
「保護者プログラム」

第 5 部
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　いじめ防止対策を一層推進するためには、学校が、保護者、地域社会と共に手を取り合い、日常から
のパートナーシップ、双方向の関係を築いていくことが重要です。また、子供が安心して相談できる環
境を構築するためには、子供のＳＯＳを出す力を育むことに加え、子供の不安や悩みを十分に聴き受け
ることのできる大人を増やすという視点も必要です。（「いじめ総合対策【第２次・一部改定】」上巻９ペー
ジ「いじめ防止の取組を推進する６つのポイント」のポイント５「保護者の理解と協力を得て、いじめ
の解決を図る《保護者との日常からの信頼関係に基づく取組の推進》」参照）

　その際、学校がいじめ問題に対して、どのように考え、どのような体制で、どのように取り組むのか、
つまり、「学校は何をするのか」を保護者に分かりやすい言葉で「伝わる」ように示し、保護者が「協
力しよう」という意識や意欲をもてるようにすることが大切です。

　このようなねらいの達成に向け、様々な立場の教職員に保護者会等で御活用いただけることを目指し
て、本プログラムを開発しました。特に、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に重点を置き、一つ
のプログラムを短い時間で実施したり、時期や時間に応じて組み合わせて活用したりできるように工夫
しています。各校の状況に合わせて御活用ください。

　また、本プログラムは、学校の取組が「伝わる」ように、自校の取組や状況に合わせて加筆・修正し
て活用していただくことで、教職員の自校の「学校いじめ防止基本方針」に対する理解を深め、いじめ
防止に関する授業や児童・生徒の取組について改めて評価する機会にもなります。実施に向けた準備の
場を教職員の意見交換の場として活用していただくことも期待されます。

「保護者プログラム」の概要第1章

《いじめ問題対策委員会からの提言》

（４）教職員間の情報共有を大切にしよう。
　教職員一人一人がもっている情報を提供しただけでは、共通理解に至らない。どのような行為が
いじめに当たるのか、どのような行為を許してはならないのか、どのような対応が適切なのかなど、
一人一人が納得できる意見交換の場を大切にしよう。
� （「第３期東京都教育委員会いじめ問題対策委員会　答申」令和２年７月 31 日）

　第５部「保護者プログラム」及び第６部「地域プログラム」を御活用いただけるよう、東京都教
職員研修センターWeb ページに、以下の資料を掲載しています。各学校で加筆・修正の上、御活用
ください。
１　スライド資料（原稿付き）
２　配布資料
３　事後アンケート

更なる活用に向けて

いじめ問題に対して、
「学校は何をするのか」

保護者の「協力しよう」
という意識・意欲
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年間を見通した「保護者プログラム」の活用時期例（全校種）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

保護者会
（全体）
プログラム１
プログラム３

保護者会
（学年）
プログラム２
プログラム５

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

保護者会
（学年）
プログラム４

保護者会
（学年）
プログラム４

保護者会
（全体）
プログラム１

「保護者プログラム」の構成

プログラムの項目とねらい

《ねらい》
〇　学校いじめ防止基本方針の内容や学校いじめ対策委員会の役割、いじめの定義についての理解
を深める。

《ねらい》
〇　子供がいじめの被害者にも加害者にもなり得ることを理解し、子供が発するいじめのサインを
見抜き、適切に対応できるようにするとともに、発見した場合は適切な相談窓口を活用できるよ
うにする。

《ねらい》
〇　学校には、いじめをはじめ、子供について気になることや困っていることを相談できる窓口が
多様にあることを知る。
〇　学校以外にも相談窓口があることを知る。

《ねらい》
〇　事例を基に、いじめが発生した際の対処法について、いじめられた側の保護者、いじめた側の
保護者双方の立場から考えることを通して、いじめ問題に対する理解を深める。

《ねらい》
〇　インターネット上でのいじめへの具体的な対応方法について理解を深める。

１　学校いじめ防止基本方針

２　いじめの早期発見

３　相談しやすい環境づくり

４　いじめへの対処

５　インターネット上でのいじめ
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保護者プログラム第2章

○�　学校いじめ防止基本方針の内容や学校いじめ対策委員会の役割、いじめの定義についての理解を深
める。

　○「学校いじめ防止基本方針」
　○「いじめ防止対策推進法」「いじめ防止基本条例」（都、区市町村）※保護者の責務等
　〇「『どうしたの？』一声かけてみませんか　〜子供の不安や悩みに寄り添うために〜」

ねらい

実施にあたっての資料（配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（20分）

保護者１ 学校いじめ防止基本方針

活用場面 担当者
保護者会（全体） 校長、副校長、生活指導主任

主な取組 実施上の留意点
10 分 １　プログラムの主旨を説明する。

２　いじめの定義や現状について伝える。

○�　学校いじめ防止基本方針について、説
明することを伝える。

○�　いじめに対する正しい共通理解が図れ
るよう、クイズ形式で簡単な質問をする。
○�　保護者が、終始聞きやすい雰囲気づく
りを心掛ける。
○�　いじめに関する最新の法規に基づき、
いじめの定義について確認する。
○�　いじめは、どの学校どの子供にも起こ
り得るため、未然防止の対策や、早期発
見の意識が必要であることを伝える。

10 分 ３�　学校いじめ防止基本方針について説明
する。

４�　学校と家庭が連携することの大切さに
ついて確認する。

○�　学校いじめ防止基本方針に基づき、い
じめの未然防止、早期発見について具体
的な取組を説明する。また、児童・生徒
の主体的な取組も紹介する。

○�　学校いじめ防止基本方針を基に、家庭
での具体的な取組を確認する。

　◎スライド資料
　◎配布資料
　◎事後アンケート

東京都教職員研修センターWebページに
編集可能なデータを掲載
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「知らせる」のみならず、「伝わる」努力

実施に当たっての確認事項

◆ 保護者との効果的な連携
　「平成 30 年度における児童・生徒の問題行動・不登校等の実態について」（令和２年２月 18 日　
東京都教育庁）では、保護者会や学校便り、ホームページ等で、自校の学校いじめ防止基本方針の
内容について周知するなど、保護者等との共通理解を図る取組を推進することの必要性も示されて
います。

○　学校いじめ防止基本方針の公表
　「学校いじめ防止基本方針をホームページに公表するなど、保護者や地域住民に周知し、理解を得
るよう努めた」と回答した学校は、いずれの校種も全体として 100％です。

○　学校のいじめの防止の取組に係る保護者等への周知
　「学校のいじめ防止の取組について、保護者の理解を得るとともに、連携・協力体制を築くた
め、年度当初の保護者会や学校便り、ホームページ等で、法の趣旨・内容やいじめの定義、学校い
じめ防止基本方針の内容を周知した」とする学校は、全体として 96％（小学校：97％、中学校：
97％、高等学校：86％、特別支援学校：89％）です。
　一方、令和２年度　東京都教職員研修センター「いじめについての意識調査」（保護者）の結果を
見ると、学校のいじめ防止基本方針の内容を「知っている」、「どちらかと言うと知っている」と答
えた保護者は、全体の 20％程度（全体：5.4％・15.5％、小学校 6.2％・14.7％、中学校：5.0％・
17.0％、高等学校 2.4％・14.3％、特別支援学校：10.5％・21.1％）に過ぎません。また、「学
校から説明を受けたもの」については、８割以上の保護者が知っていると回答した内容もありますが、
いじめ防止年間計画や重大事態への対処、教職員それぞれの役割については、どれも１割程度にと
どまっており、いじめに関する問題が起きたときに、学校がどのように対応するのか具体的に理解
できていない状況にあると言えます。

　「学校からの発信を保護者や児童・生徒がどの程度理解しているか」、「どのように受け止めている
か」、「学校と保護者、児童・生徒の受け止めとの間に乖離がないか」という視点から、学校からの
周知の在り方を見直すことが重要です。

－令和２年度　東京都教職員研修センター
� 「いじめについての意識調査」より－

【学校から説明を受けたもの】（保護者・校種別・複数回答可）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校
いじめ防止に関する基本的な考え方 87.7% 87.4% 89.8% 100.0%

いじめ防止のための組織 28.1% 26.9% 22.4% 33.3%

いじめ防止年間計画 11.2% 11.4% 4.1% 16.7%

いじめの未然防止 41.5% 40.7% 38.8% 50.0%

いじめの早期発見 46.2% 46.7% 40.8% 66.7%

いじめを認知した場合の対応 36.2% 31.1% 30.6% 50.0%

重大事態への対処 14.6% 15.0% 12.2% 33.3%

関係機関との連携 21.5% 15.0% 20.4% 33.3%

教職員それぞれの役割 11.5% 15.0% 12.2% 16.7%
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○�　子供がいじめの被害者にも加害者にもなり得ることを理解し、子供が発するいじめのサインを見抜
き、適切に対応できるようにするとともに、発見した場合は適切な相談窓口を活用できるようにする。

　○「いじめ防止対策推進法」「いじめ防止基本条例」（都、区市町村）※保護者の責務等

ねらい

実施にあたっての資料（配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（20分）

保護者２ いじめの早期発見

活用場面 担当者
保護者会 生活指導主任、学年主任、学級担任

主な取組 実施上の留意点
３分 １　いじめの定義や現状について確認する。 ○�　「いじめ防止対策推進法」第２条１項に

基づき、いじめの定義を確認する。
○�　いじめと判断する行為が、広範囲なも
のになってきた背景も確認する。
○�　いじめを受けたときの相談状況は、ス
ライド資料の補足として配布資料も併せ
て確認し、重要なポイントを確認できる
ようにする。（配布資料参照）
○�　無意識にいじめの加害者になってしま
うことや、いじめがどの子供にも起こり
得ること、子供たちをいじめの被害者に
も加害者にもしたくないことを伝える。

７分 ２�　チェックリストを活用し、子供の状況
を確認する。

○�　いじめの早期発見には、子供の状況を
普段から把握することが重要であること
を伝える。

10 分 ３�　いじめ問題の解消に向けた学校の体制
と対応例を紹介する。

４�　学校の他に相談できる各種機関を紹介
する。

○�　速やかに、学校に連絡してほしい旨を
伝える。
○�　いじめの解決に向けて、保護者と一緒
に対応を考えていくことを強調する。

○�　学校以外の機関にも相談できることを
伝える。

　◎スライド資料
　◎配布資料
　◎事後アンケート

東京都教職員研修センターWebページに
編集可能なデータを掲載
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「ＳＯＳを出しやすい存在」　「安心して相談できる人」

実施に当たっての確認事項

◆ 相談できる大人を増やす
　「平成 30 年度における児童・生徒の問題行動・不登校等の実態について」（令和２年２月 18 日　
東京都教育庁）によれば、いじめられた児童・生徒の相談状況は、いずれの校種においても、「学級
担任に相談」が最も多くなっています（小学校：89.3％、中学校：81.2％、高等学校：73.1％、
特別支援学校：70.3％）。次に多いのは、小・中学校では「保護者や家族等に相談」（小学校：
15.3％、中学校：18.2％）、高等学校と特別支援学校では「学級担任以外の教職員に相談」（高等学校：
28.9％、特別支援学校：21.6％）となっています。
　一方、「誰にも相談していない」事例が 1,893 件（3.6％）あることが明らかとなっています。（小
学校 1,697 件：3.8％、中学校 184 件：2.8％、高等学校 11 件：5.5％、特別支援学校 1 件：2.7％）。
　また、令和２年度　東京都教職員研修センター「いじめについての意識調査」（児童・生徒）では、

「いじめをされている時、された時に、誰かに相談したか」を尋ねました。
　その結果、「誰にも相談しなかった」と回答した児童・生徒は、小学校で 32.5％、中学校で
44.5％、高等学校で 50.3％、特別支援学校で 23.7％となっており、先に示した調査の結果を大
きく上回る結果となっています。
　教職員は、いじめられても「誰にも相談していない」児童・生徒が、いまだに多く存在している
ことを重く受け止める必要があります。

◆ 「ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するための指導資料」の活用
　東京都教育委員会が平成 29 年度に開発し、都内公立学校に配布した「ＳＯＳの出し方に関する
教育を推進するための指導資料」は、自殺対策の専門家等による協議を踏まえ、子供が不安や悩み
を抱えたときに身近にいる信頼できる大人に相談することの大切さなどについて学ぶことができる
よう開発した DVD 教材です。
　この DVD 教材を活用した人たちから、次のような声が寄せられています。　

	 ・児童・生徒	「誰かに相談してよいということが分かった。」
		  「先生など周囲の大人が、自分たちのことを心配してくれていることが伝わった。」
	 ・教職員	 「相談する児童・生徒が増えた。」
		  「指導しやすかった。負担が少ない。」
	 ・保護者	 「家庭でもじっくりと子供の話を聞くようにしたい。」

　各種調査結果が示すように、児童・生徒にとって、ＳＯＳを出しにくい実情があるということをしっ
かりと踏まえておく必要があります。子供のＳＯＳを出す力、受け止める力を育むことに加え、子
供の不安や悩みを十分に聴き受けることのできる大人を増やすという視点も必要です。
　子供にとってＳОＳを出しやすい環境を作るためには、子供一人一人を取り巻く大人自らが、子
供から信頼される大人、子供にとって声を掛けやすい大人になるよう、努めることが重要です。教
職員はもとより、保護者、地域等に対しても、このようなプログラムを通じて「子供がＳＯＳを出
しやすい存在になろう」、「子供が安心して相談できる人になろう」と呼び掛けていくことが大切です。

－令和２年度　東京都教職員研修センター
� 「いじめについての意識調査」より－
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○�　学校には、いじめをはじめ、子供について気になることや困っていることを相談できる窓口が多様
にあることを知る。
○　学校以外にも相談窓口があることを知る。

ねらい

活用場面等

取組の内容例（20分）

保護者３ 相談しやすい環境づくり

活用場面 担当者

保護者会（学校、学年） 司会　管理職または司会教員
生活指導主任を中心に、担任等関係教職員

主な取組 実施上の留意点
２分 １�　子供のことで気になっている、困って

いると思われることを挙げ、保護者の関
心と問題意識を喚起する。（司会）

２�　子供のことを学校に相談してよいこと、
学校に相談してほしいことを伝える。� �
（司会）

○�　いじめに限定すると、重く受け止めた
り無関心になったりする可能性があるた
め、話題を広めに設定する。

15 分 ３�　学年の担任が自己紹介をする。（各担任、
一人１分程度）

４�　担任以外の教職員が自己紹介をする。
（各教職員、一人２分程度）

○�　相談窓口は担任が基本であるが、担任
以外の教職員に相談してもよいことを伝
える。
○�　氏名と役職だけでなく、保護者がイメー
ジをもてるよう、具体的に話す。

○�　具体的にイメージをもたせること、直
接メッセージを伝えることが大切である
ため、教職員はできる限り参加する。
○�　冒頭に挙げた話題は、誰に相談すると
よいのかを明確に伝える。

（例）	 ・学習についていけているか。	 ・友達と仲良くできているか。
	 ・学年相応に成長しているか。	 ・いじめられていないか。

（想定される教職員）
・生活指導主任
・養護教諭
・特別支援教育コーディネーター
・スクールカウンセラー
・スクールソーシャルワーカー　等

（考えられる自己紹介の内容）
・プロフィール	 ・相談日時
・相談場所	 ・申込方法
・活動内容や相談内容
・相談は無料であること（SSW等）
・相談内容の秘密は守られること



111第５部

い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

１分 ５�　学校以外にも相談窓口があることを紹
介する。（司会）

○�　全てを学校に相談しなければならない
といった強い印象を和らげるようにする。

２分 ６�　いじめや悩みを解決できる子育て環境
には、学校と家庭・地域の協力が必要で
あることを伝える。（司会）

７�　学校の相談窓口について、保護者から
質問があれば回答する。（該当教職員）

○�　保護者の協力が大切であることを改め
て強調する。

◆ 教育相談体制の充実
　「平成 30 年度における児童・生徒の問題行動・不登校等の実態について」（令和２年２月 18 日　
東京都教育庁）によれば、「スクールカウンセラー、相談員、養護教諭を積極的に活用して教育相談
体制の充実を図った」とした学校は、全体の 99.1％（小学校：100％、中学校：100％、高等学校：
100％、特別支援学校：69.4％）となっています。また、「教育相談の実施について、学校以外の
相談窓口の周知や広報の徹底を図った」とした学校は、全体の 100％です。

　これに関連して、令和２年度　東京都教職員研修センター「いじめについての意識調査」（保護者）
の結果からも、「学校の『いじめ』の未然防止や早期発見、早期解決のための取組として、知ってい
るもの」として、「スクールカウンセラーによる面接」は、全体で 42.9％（小学校：39.9％、中学校：
48.6％、高等学校：41.3％、特別支援学校：31.6％）となっています。また、「学校の『いじめ』
の防止・解決のために、保護者として取り組もうと思うこと」として、「学校に相談する」が全体で
88.4％、「スクールカウンセラーに相談する」が 52.3％となっており、学校の教育相談体制の充実
や、学校以外の相談窓口の周知や広報の成果と言えます。
　今後とも、学校の教育相談体制を充実させるとともに、学校内外の誰（どこ）に相談できるのか
について、児童・生徒、保護者に、繰り返し周知していく必要があります。
　一方、「『いじめ』に関わる相談機関として、東京都いじめ相談ホットラインやヤング・テレホン・コー
ナー、相談ほっと LINE@ 東京、こたエールなど学校以外の相談機関があることを知っているか」に
ついては、「知っている」は全体で 45.5％、「名前を聞いたことはある」は全体で 38.1％、「知らない」
は全体で 15.6％となっています。
　保護者会等の機会に、このような相談機関も積極的に紹介することで、児童・生徒だけでなく、
保護者も多様な相談窓口につながりやすくなることでしょう。

より実効性のある教育相談体制の構築

実施に当たっての確認事項 －令和２年度　東京都教職員研修センター
� 「いじめについての意識調査」より－

実施にあたっての資料（配布資料等）
　◎スライド資料
　◎配布資料
　◎事後アンケート

東京都教職員研修センターWebページに
編集可能なデータを掲載
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○�　事例を基に、いじめが発生した際の対処法について、いじめられた側の保護者、いじめた側の保護
者双方の立場から考えることを通して、いじめ問題に対する理解を深める。

○「『どうしたの？』一声かけてみませんか　〜子供の不安や悩みに寄り添うために〜」

ねらい

実施にあたっての資料（配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（15分）

保護者４ いじめへの対処

活用場面 担当者
保護者会（学年、学級） 学年主任、担任

主な取組 実施上の留意点
４分 １　いじめの定義について説明する。

２　学校の取組について紹介する。

○�　配布資料等を活用して、いじめ防止対
策推進法等にも触れる。

○�　「学校いじめ防止基本方針」に基づく活
動の様子を、可能であれば写真等で紹介
する。

10 分 ３�　事例について説明し、登場する児童・
生徒の保護者の立場で、自分ならどう対
処するか、参加者に考えてもらう。

○�　いじめられた側の保護者、いじめた側
の保護者双方の立場で考えるよう促す。
○�　各立場で考える部分では、状況に応じ
てグループで検討し、代表者が発表する
等、参加人数に合わせて柔軟に対応する。
○�　参加者やグループの発表を行う際には、
受容的に聞くよう促す。

１分 ４�　保護者に「子供がＳＯＳを出しやすい
存在」となるよう呼び掛ける。

５�　学校をはじめとする緊急時の連絡先を
紹介する。

○�　東京都教育委員会作成のリーフレット
（右頁参照）を活用し、「子供がＳＯＳを
出しやすい存在」となるよう、保護者に
周知する。

○�　学校をはじめとする緊急時の連絡先を
紹介し、必要に応じて相談先を選択し、
相談するよう伝える。

◎スライド資料
◎配布資料
◎事後アンケート

東京都教職員研修センターWebページに
編集可能なデータを掲載
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保護者との協力関係づくりについて

実施に当たっての確認事項

◆ 「いじめ」があった時の学校の対応の在り方
　令和２年度　東京都教職員研修センター「いじめについての意識調査」（保護者）では、「学校で『い
じめ』があった時、学校がどのような対応をしているか知っているか」を尋ねました。その結果は、
次の表のとおりです。

　いじめやいじめが疑われる事象が発生した場合、学校では、「いじめられている子供の話を聞く」、
「いじめている子供の話を聞く」、「周囲の子供の話を聞く」等、様々な対応をしていますが、その具
体的な対応の在り方について、「分からない」と答えた保護者の割合が、全ての校種の合計で３割を
超えています。112 ページに記載のプログラムを保護者会等で実施し、学校がどのような対応をし
ているのかについて紹介することで、理解を促すことが大切です。
　また、保護者会の話題として取り上げることで、保護者同士がコミュニケーションをとり、保護
者間の連携を深めていくことも期待されます。

◆保護者向けリーフレットを用いた情報提供
　新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、通常とは異なる様々な不安を多くの子供たちが抱
えていることが考えられます。このような状況を踏まえ、学校、家庭、地域の連携による「子供が
安心して相談できる環境」の構築を目指し、令和２年９月、東京都教育庁指導部・地域教育支援部は、
保護者向けリーフレット「『どうしたの？』  一声かけてみませんか 〜子供の不安や悩みに寄り添う
ために〜」を作成しました。
　このリーフレットは、コロナ禍に限定せず、
日常的に活用できる内容になっています。
　詳細は、「いじめ総合対策【第２次・一部改
定】」上巻 P108 〜 109「３　教育相談（６）
子供の不安や悩みの受け止め方に関する保護
者向けリーフレット」を御覧ください。

－令和２年度　東京都教職員研修センター
� 「いじめについての意識調査」より－

【学校で「いじめ」があった時、学校がどのような対応をしているか知っていますか。】
（保護者・複数回答可）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校
いじめられている子供の話を聞く 59.7% 55.8% 53.6% 84.2% 

いじめている子供の話を聞く 89.1% 85.5% 86.7% 89.5% 

いじめられている子供の家庭を訪問する 11.8% 10.4% 13.7% 15.8% 

いじめている子供の保護者と話をする 29.6% 25.8% 25.3% 31.6% 

周囲の子供の話を聞く 34.4% 34.5% 33.1% 63.2% 

学級・学年・全校で集会を開く 10.9% 15.7% 18.4% 15.8% 

保護者会を開く 11.3% 10.9% 15.0% 5.3% 

スクールカウンセラーと協力して解決を図る 25.3% 26.6% 28.7% 31.6% 

管理職が教育委員会に報告する 9.7% 8.9% 8.5% 15.8% 

学校評議員や地域の方へ報告・連絡をする 3.4% 3.3% 1.7% 5.3% 

関係機関と協力して解決を図る 6.5% 6.2% 4.4% 26.3% 

分からない 35.2% 37.9% 38.9% 10.5% 
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○　インターネット上でのいじめへの具体的な対応方法について理解を深める。
ねらい

実施にあたっての資料（配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（15分）	

保護者５ インターネット上でのいじめ

活用場面 担当者
保護者会、道徳授業地区公開講座 教員

主な取組 実施上の留意点
６分 １��　インターネット上のトラブルについて、

どのようなものがあるか確認する。

２��　子供に起きやすいトラブルの一つであ
る「悪口・いじり」について事例を挙げ
て確認する。

３�　�「ＳＮＳ東京ルール」等、学校（学区）
での取組、「ＳＮＳ家庭ルール」につい
て確認する。

４��　「ＳＮＳ東京ノート（活用の手引）」
P33～ 35に基づき、ネット上に不適切
な情報が掲載された場合の対応について
確認する。

○�　学校（学級）の実情を踏まえて事例を
紹介することが望ましい。

○�　事例から、ふとしたこと、悪気のない
ことでもトラブルにつながることを確認
する。

○�　東京都教育委員会、区市町村教育委員
会として、インターネット上のいじめ防
止に向けて取り組んでいることを伝え、
理解を求める。

○�　「ＳＮＳ家庭ルール」を作るよう啓発する。
○�　児童・生徒がルールを守る意識を高め
るためには、相互に話し合って決めるこ
とが有効であることについて、データを
示して説明する。

○�　困ったときの相談先を紹介する。
○�　インターネット上のいじめにつながる
トラブルは、学校が把握しづらいことに
ついても触れ、保護者による協力の重要
性を確認する。

８分 ５�　「未然防止」、「早期発見」、「早期対応」
といった視点から、どのように対応すれ
ばよいか協議をしてもらう。

○�　話し合ったことについて発表するなど
して共有を図る。

１分 ６�　いじめにつながるトラブルがあった場
合は、学校に連絡することを確認する。

○�　全体会の終了後、個別に対応する時間
を設けるなどして、質問に答える。

　◎スライド資料
　◎配布資料
　◎事後アンケート

東京都教職員研修センターWebページに
編集可能なデータを掲載
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インターネットや携帯電話と「いじめ」との関わり

実施に当たっての確認事項

◆ インターネットや携帯電話を使ったいじめや悪口などのトラブル
　令和２年度　東京都教職員研修センター「いじめについての意識調査」（保護者）の結果によれ

ば、全体の 58.4％（小学校：55.5％、中学校：62.8％、高等学校：59.7％、特別支援学校：

52.6％）が「インターネットや携帯電話を使ったいじめや悪口などのトラブルの見聞きしたことが

ある」と回答しています。また、「インターネットや携帯電話のメール等の使い方が、いじめの原因

や背景になることがあると思うか」を聞いたところ、「そう思う」と答えた保護者が全体の 79.7％（小

学校：81.3％、中学校：77.4％、高等学校：80.5％、特別支援学校：63.2％）でした。インター

ネットや携帯電話のメール等がいじめに結び付く可能性があると考えている保護者が多いことが分

かります。

◆ いじめの防止や解決に向けて
　いじめの原因や背景として、インターネットや携帯電話のメール等の使い方における問題点を指

摘する一方で、インターネットや携帯電話などのメール等のマナーやルールの徹底が、いじめ防止

や解決につながると考える保護者が、全体の 57.2％（小学校：59.7％、中学校：54.5％、高等学校：

52.9％、特別支援学校：73.7％）に上ります。また、具体的な内容として、どのようなことを学

ぶとよいかについては、次のように回答しています。学校の取組を積極的に紹介しつつ、保護者と

連携していくことが重要です。

－令和２年度　東京都教職員研修センター
� 「いじめについての意識調査」より－

【インターネットや携帯電話のメール等の使い方がいじめの原因や背景になることがある】
（保護者）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校
そう思う 81.3% 77.4% 80.5% 63.2% 

そう思わない 3.3% 4.1% 1.0% 5.3% 

分からない 13.0% 15.5% 15.4% 21.1% 

無回答 2.5% 3.0% 3.1% 10.5% 

【具体的に何がインターネットや携帯電話を原因とするいじめの防止や解決につながると思うか】
（保護者・複数回答可）

学校でパソコンや携帯電話のマナーを学ぶ 71.8％ 

学校で思いやりの心を学ぶ 51.2％ 

パソコンや携帯電話を利用するルールを決める 55.6％ 

パソコンや携帯電話にフィルタリングをかける 73.3％ 

学校でパソコンや携帯電話の危険性を学ぶ 79.5％ 

学校で良いことや悪いことの正しい判断力を学ぶ 60.9％ 

パソコンや携帯電話の利用状況を保護者が確認する 70.7％ 

保護者の見えるところで利用する 49.7％ 





いじめ問題
解決のための
「地域プログラム」

第 6 部
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　地域プログラムは、学校と地域住民が一体となって、いじめの防止に取り組んでいくことを目的に
開発しました。学校運営協議会や学校サポートチーム運営会議等での活用を目指しています。
　学校と地域住民との連携について、「いじめ総合対策【第２次・一部改定】」では、上巻９ページに、
次のように示しています。

　また、上記の基となった「第３期東京都教育委員会いじめ問題対策委員会　答申」（令和２年７月）
では、「（５）保護者や関係機関との効果的な連携、学校サポートチームによる支援等の充実」の視点から、
都内公立学校における現状と成果、課題について、次のように示されています。

　さらに、この答申の中で、東京都教育委員会いじめ問題対策委員会は、次のように提言しています。

　これに続いて、《提言》に示されたいじめ防止対策の具体的な実現に向けて、東京都教育委員会が取
り組む事項として次の点を挙げており、本プログラムも、この方策を具体化した内容となっています。

「地域プログラム」の概要第1章

《いじめ防止の取組を推進する６つのポイント》

ポイント６ 社会全体の力を結集し、いじめに対峙
じ

する《地域、関係機関等との日常からの連携》

○�　いじめ発生の背景が複雑化・多様化する中で、学校がいじめを迅速かつ的確に解決できるよう
にするためには、外部の人材や関係諸機関と適切に連携して、対応することが必要である。
○�　学校は、日常から、地域や関係機関等と「学校いじめ防止基本方針」の内容や、学校の取組の現状、
課題等について情報共有をする、課題解決に向けた方策について協議するなど、双方向の関係づ
くりに努めるとともに、都内全ての公立学校に設置されている「学校サポートチーム」の機能を
明確にする。その上で、定期的な会議や個別事案ごとの会議を通して、教職員、ＰＴＡ、地域住
民、警察や児童相談所等の関係機関の職員、スクールソーシャルワーカー等が適切に役割を分担し、
被害の子供を支援したり、加害の子供の反省を促す行動を行ったりする。

《概要》

《いじめ問題対策委員会からの提言》

　学校のホームページや学校便り、保護者会等で、自校の学校いじめ防止基本方針の内容について
周知するなど、保護者等との共通理解を図る取組が推進されている。
　一方で、学校の発信を保護者や児童・生徒がどの程度理解しているか、どのように受け止めてい
るか、学校と保護者、児童・生徒の受け止めとの間に乖離がないかという視点から、学校による保
護者等への周知の在り方を見直すとともに、保護者や地域からの発信を促し、受け止める態勢を充
実させるなど、日頃から双方向の関係を築くことが必要である。

（５）保護者、地域社会と共に手を取り合おう。
　学校、保護者、地域社会は、普段からのパートナーシップ、双方向の関係づくりを大切にしよう。
子供を取り巻く大人が、「子供がＳОＳを出しやすい存在」になろう。そして、「子供が安心して相
談できる人」になれるように努めよう。
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　本プログラムが目指す「学校と家庭・地域社会との関係」とは、「普段からのパートナーシップ」、「双
方向の関係」です。それを支える地域の方々が、「子供がＳОＳを出しやすい存在」、「子供が安心して
相談できる人」になってもらうことです。

　保護者プログラム同様、学校のいじめ防止に関わる方針や取組、対応について十分に理解してもらえ
るよう、「知らせる」のみならず、「伝わる」ように工夫し、このプログラムを実施することで、参加し
た地域の方々が、自分の責務や役割について考えを深めることができるようにすることが大切です。
　また、東京都教職員研修センターのWeb ページに掲載した、スライド資料（原稿付き）、配布資料、
事後アンケートを、自校の取組に合わせて編集し、活用していただくことで、学校と地域住民が一体
となって、いじめの防止に取り組んでいくというねらいの実現につながると考えています。いじめに
関わる研修等において、教職員が本プログラムの内容を協議するなどした上で、御活用ください。

年間を見通した「地域プログラム」の活用時期の例

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

学校運営協議
会・学校運営
連絡協議会

学校サポート
チーム運営連
絡協議会

学校運営協議
会・学校運営
連絡協議会

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

道徳授業地区
公開講座

※�保護者と�
一緒に実施

学校運営協議
会・学校運営
連絡協議会

学校サポート
チーム運営連
絡協議会

　地域プログラムは、例えば、次の時期に活用が想定されます。

《いじめ防止対策の一層の推進に向けた７つの方策》

（５）家庭・地域向けのプログラムや啓発資料等の作成・活用
◆�　学校とともに地域・保護者が一体となって、いじめの防止に取り組んでいけるよう、保護者や
地域の方々がいじめ問題について考えるためのプログラムを開発し、学校が、保護者会や入学説
明会、道徳授業地区公開講座等において活用できるようにする。
◆�　学校・家庭・地域の連携による「子供が安心して相談できる環境」の構築に向けて、子供の心
のケア、不安や悩みの受け止めに関する保護者・地域向け啓発資料を作成する。また、その活用
を促したり、子供と保護者等が共に考えることができるような場を設定したりするなど、保護者
や地域の方々の、子供のＳОＳを受け容れる力を高められるようにする。
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地域プログラム第2章

○　いじめの定義について確認する。
○　いじめ問題に対する学校の取組を理解する。
○　いじめ問題を克服するために、地域住民としてできることを考える。

ねらい

活用場面等

取組の内容例（20分）

地域 共に手を取り合おう
　－いじめを生まない環境づくり－

活用場面 担当者
学校運営協議会、道徳授業地区公開講座等 校長、副校長、生活指導主任

主な取組 実施上の留意点
１分 １　プログラムの主旨を説明する。 ○�　三つのねらいに基づき、プログラムを

実施する主旨について確認する。
８分 ２　いじめの定義や現状について確認する。

（1）�　具体的な子供の様子を基に、いじめか
どうかについて個人で考えてもらう。

（2）�　「いじめにあたるのは、どれか」、その
ように考えた理由について考え、互いの
意見を交流してもらう。

（3）�　「いじめ防止対策推進法」に基づく「い
じめ」の定義を伝える。

（4）�　最初の例について、法における「いじ
め」の定義に基づき、いじめかどうか考
えてもらう。

（5）�　東京都におけるいじめの状況について
確認する。

○�　いじめかどうかについて考える事例と
して、意見の分かれるものを取り上げて
扱うことで、認識の違いを明確にする。

○�　子供時代の体験や大人になってからの
経験、これまで蓄積した知識や情報に基
づいて、それぞれが自分なりのいじめに
対する認識をもっていることを確認する。

○�　法律の定義を示した後、次の点を確認
する。
・�　被害を受けた子供が、「つらい」、�
「痛い」などの心身の苦痛を感じて�
いれば、いじめと判断されること
・�　学校が「どの学校、どの子供にも
いじめは起こり得る」という認識を
もって取り組んでいること
・　いじめの定義の変遷の背景

○�　ささいなことも「いじめではないか」
と感度を高め、いじめの兆候を把握し、
すぐに対応するようにしておくことが大
切であることを確認する。

○�　東京都のデータの校種別の違いや学校
の状況を確認する。
○�　いじめられていても、誰にも相談して
いない児童・生徒がいるという事実を確
認し、受講者に「子供がＳＯＳを出しや
すい存在」「子供が安心して相談できる人」
になってほしいことを伝える。



121第５部

い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

○「学校いじめ防止基本方針」
○「いじめ防止対策推進法」「いじめ防止基本条例」（都、区市町村）
　 ※地域住民の責務　等
〇「『どうしたの？』一声かけてみませんか　〜子供の不安や悩みに寄り添うために〜」

実施にあたっての資料（配布資料等）

３分 ３�　学校いじめ防止基本方針を基に、学校
の取組について紹介する。
	

○�　いじめ問題に対する基本的な考えを確
認する。
○�　学校の取組について、未然防止、早期
発見、早期対応の観点から紹介する。写
真等を入れることで、学校の取組を具体
的に理解してもらえるよう工夫する。
○�　「子供自らがいじめについて考え、自ら
行動できる」取組についても紹介し、教
職員だけでなく、子供たちもいじめ問題
に取り組んでいることを伝え、大人の協
力を促す。
○�　必要に応じて、条例等を示し、条例に
示された地域住民の責務について確認する。

７分 ４�　いじめの未然防止・早期発見、いじめ
を生まない環境づくりのために地域全体
でできることについて考えてもらう。

○�　これまでの取組等を例に挙げ、考える
手だてとする。
【例】	・�　夕方の見守りで気になる子供を

見掛けたら、言葉を掛ける。
	 ・�　職場体験学習や地域の行事を通

じて、子供たちと積極的に関わる。
○�　受講者が多い場合は、グループに分か
れて協議し、グループの意見を報告・交
流する時間を設ける。
○�　次のような取組が考えられる。
【例】	・�　各自が考えた案を付箋紙に記入

して、共有する。
	 ・�　学校便り等にまとめ、発信する。

１分 ５　今後の方向性について確認する。 ○�　いじめ防止等の取組を推進するために、
地域関係者、保護者、学校の普段からの
パートナーシップ、双方向の関係づくり
が重要であることを確認するとともに、
学校はそのために何をしていくのかにつ
いても伝える。
○�　保護者向けリーフレット「『どうした
の？』一声かけてみませんか」を活用し、
子供の変化に対する気付き方や気付いた
ときの声の掛け方について、具体的な例
を基に確認する。

◎スライド資料
◎配布資料
◎事後アンケート

東京都教職員研修センター
Webページに
編集可能なデータを掲載
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保護者、地域社会と共に手を取り合おう

実施に当たっての確認事項

◆ 地域関係者との効果的な連携
　令和２年度　東京都教職員研修センター「いじめについての意識調査」（地域関係者）では、次の

ような質問をしました。

１　「『いじめ』の解消について大切だと思うこと」

　小学校、中学校、高等学校、特別支援学校のいずれの校種においても、地域の方々の回答の中で

割合が最も高かったのは「児童・生徒同士の好ましい人間関係づくり」（47.5％）でした。続いて

「悪いことは悪いと言う態度の育成」（39.7％）、「教師のいじめに対する毅然とした指導」（38.1％）

となっています。

　一方、本プログラムが目指す「学校・家庭・地域の連携を深める」については、23.4％にとどまっ

ています。

２　「学校の『いじめ』の防止・解決のために、地域関係者として取り組もうと思うこと」

　「いじめを見つけたとき、学校に報告する」（小学校：74.6％　中学校：83.3％　高等学校：

66.7％　特別支援学校：67.6％）や、「いじめを見つけたとき、子供に注意する」（小学校：

63.0％　中学校：60.3％）など、地域の方々の回答として「いじめの早期発見・早期対応」に関

する内容が高くなっています。

　さらに、「日頃から子供に声掛けや挨拶をする」（全体：70.0％）、「地域行事等があれば参加する」（全

体：47.2％）、「学校行事等の活動に参加する」（全体：44.4％）なども高く、地域の方々は、普段から、

子供や学校との関係づくりに取り組んでいることが分かります。

　このように、地域の方々は、子供たちのために、学校のために、普段からできることや機会があ

ればできることに積極的に取り組んでいます。学校と保護者、地域住民が、共に手を取り合い、い

じめを生まない環境をつくるには、自分たちに何ができるのかを考えていただくとともに、地域の

方々が既に取り組んでいる具体的な取組を共有できるようにすることが大切です。こうした取組に

より、地域の方々にとっても教職員にとっても、改めて地域の良さを見直すことにつながります。

－令和２年度　東京都教職員研修センター
� 「いじめについての意識調査」より－

【普段から、地域や職場で良好な人間関係を築くために心掛けていること】
（地域関係者全体・複数回答可）

1 挨拶をする 91.3%
2 多様な考え方があることを理解する 75.0%
3 話しやすい雰囲気をつくる 69.4％
4 積極的にコミュニケーションを図る 62.2％
5 不安や心配事があれば、伝え合う 45.0％
6 嫌なことは嫌とはっきり示す 25.6％
7 その他 4.4％
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【参考文献・引用文献等】
・いじめ防止対策推進法（平成 25 年法律第 71 号）
・いじめの防止等のための基本的な方針（平成 25 年 10 月 11 日　文部科学大臣決定）
・いじめ対策に係る事例集（平成 30 年９月　文部科学省初等中等教育局児童生徒課）
・いじめについて、正しく知り、正しく考え、正しく行動する
　（平成 25 年７月　国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター）
・生活指導リーフ　「絆づくり」と「居場所づくり」（平成 24 年２月　国立教育政策研究所）
・生活指導リーフ　いじめの理解（平成 24 年９月　国立教育政策研究所）
・生活指導リーフ　いじめの未然防止Ⅰ（平成 24 年９月　国立教育政策研究所）
・生活指導リーフ　いじめの未然防止Ⅱ（平成 24 年９月　国立教育政策研究所）
・生活指導リーフ　いじめに関する「認識の共有」と「行動の一元化」（平成 27年 12月　国立教育政策研究所）
・いじめの追跡調査 2013 － 2015（平成 28 年６月　国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター）
・生徒指導の役割連携の推進に向けて－『生徒指導主担当者』に求められる具体的な行動（小学校編）－
　（平成 23 年３月　国立教育政策研究所）
・生徒指導提要（平成 22 年３月　文部科学省）
・�規範意識をはぐくむ生徒指導体制 －小学校・中学校・高等学校の実践事例 22 から学ぶ－（平成 20 年３月　
国立教育政策研究所）
・いじめ問題に関する取組事例集（平成 19 年２月　国立教育政策研究所 生徒指導研究センター）
・�「いじめ総合対策」に示された取組の進捗状況の検証、評価及びいじめの防止等の対策を一層推進するた
めの方策について（最終答申）（平成 28 年７月 28 日　東京都教育委員会）
・平成７年度 ｢いじめ問題｣ 研究－いじめ解決の方策を求めて－（平成８年３月　東京都立教育研究所）
・平成９年 ｢いじめの心理と構造を踏まえた解決の方策｣（平成 10 年３月　東京都立教育研究所）
・子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料【基礎編】（平成 23 年３月 東京都教職員研修センター）
・子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料【発展編】（平成 24 年３月 東京都教職員研修センター）
・人権教育プログラム（学校教育編）（東京都教育委員会　平成 28 年３月）
・人権教育プログラム（学校教育編）（東京都教育委員会　平成 16 年３月）
・ＤＶＤ「ＳＴＯＰ！いじめ　あなたは大丈夫？」（平成 25 年３月　東京都教育委員会）
・�ＤＶＤ「ＳＴＯＰ！いじめⅡ　見つめよう　考えよう－いじめをなくすために－」（平成 27年３月　東京都
教育委員会）
・令和２年度　東京都道徳教育教材集 小学校１・２年生版 ｢心あかるく｣（東京都教育委員会）
・令和２年度　東京都道徳教育教材集 小学校３・４年生版 ｢心しなやかに｣（東京都教育委員会）
・令和２年度　東京都道徳教育教材集 小学校５・６年生版 ｢心たくましく｣（東京都教育委員会）
・令和２年度　東京都道徳教育教材集 中学生版 ｢心みつめて｣（東京都教育委員会）
・�学校と関係機関等との連携〜学校を支える日々の連携〜（平成 23 年３月　国立教育政策研究所 生徒指導
研究センター）
・いじめに備える基礎知識（平成 27 年７月　国立教育政策研究所）
・学校と関係機関等との行動連携を一層推進するために（平成 16 年３月　文部科学省）
・�これからの個別の教育支援計画〜「つながり」と「安心」を支える新しい個別の教育支援計画〜（平成 26
年３月　東京都教育委員会）
・�どのように策定・実施したら、「学校いじめ防止基本方針」が実効性のあるものになるのか？－中学校区
で取り組んだ２年間の軌跡－（平成 28 年６月　国立教育政策研究所）
・「学校いじめ防止基本方針」年度当初の確認点（平成 26 年４月　国立教育政策研究所）
・子供たちの基本意識を育むために（平成 27 年７月　東京都教育委員会）
・いじめ問題に関する研究報告書（平成 26 年２月　東京都教職員研修センター）
・人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」（令和３年３月改訂　東京都教育委員会）
・「ＳＮＳ東京ノート」活用の手引（令和２年３月　東京都教育委員会）
・「ＳＮＳ東京ノート」１（令和２年３月　東京都教育委員会）
・「ＳＮＳ東京ノート」２（令和２年３月　東京都教育委員会）
・「ＳＮＳ東京ノート」３（令和２年３月　東京都教育委員会）
・「ＳＮＳ東京ノート」４（令和２年３月　東京都教育委員会）
・「ＳＮＳ東京ノート」５（令和２年３月　東京都教育委員会）
・わたしたちの道徳　小学校１・２年（平成 26 年２月　文部科学省）
・わたしたちの道徳　小学校３・４年（平成 26 年２月　文部科学省）
・私たちの道徳　小学校５・６年（平成 26 年２月　文部科学省）
・私たちの道徳　中学校（平成 26 年２月　文部科学省）
・「特別の教科　道徳」移行措置対応　小学校版東京都道徳教育教材集（平成 28 年３月　東京都教育委員会）
・�特別の教科 道徳 指導読本Ⅱ 「道徳科　指導と評価のガイドブック｣（平成 30年３月　東京都教職員研修センター）
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おわりに　～いじめ問題の解決の先に～

「いじめは、いつでも、どの学校にもどの子供にも起こり得る。」
確かにそのとおりである。
しかし、教育は、日々子供を成長させる。
昨日、相手の悪口を言っていた子供が、今日は、その友達の良いところに気付くことがある。昨年、

かっとなっては暴力を振るってばかりいた子供が、今年は、友達に笑顔を向けながら温かい言葉
を掛けられるようになることもある。
だから、教師は、いつも子供たちの限りない可能性を信じて、熱い思いを伝えるのだ。
ある学級担任が、普段は元気な子供がうつむいていることに気付き、さりげなく「今日は、い

つものあなたらしくないけれど、どうしたの。」と声を掛けた。その子供は、目にうっすらと涙を
浮かべながら、自分が友達を傷付けてしまったことを話し始めた。
ある学校では、学年担当の教師たちが、ＳＮＳのやり取りでトラブルを抱えてしまった子供た

ちを呼んで、様々な悩みについて正直に語らせた。気が付くと、子供たちは、互いにどのような
ことに気を付ければよいのかを真剣に話し合っていた。
子供を大切に思う教師の気持ちを、言葉に出してまっすぐに、子供たちへ直接伝えて欲しい。

その思いが子供たちの心に届いたとき、子供たち自身が、互いに大切にし合う集団を作ろうとす
るようになるだろう。そして、全ての子供が、そうしようとしている自分に気付いたとき、いじ
めは、きっとなくなるに違いない。
高校段階を終えて、東京都の公立学校から巣立つ子供たちに伝えたいメッセージをここに記し

て、「いじめ総合対策【第２次・一部改定】」の締めくくりとする。

　多様な価値観をもつ人と出会い、関わり、ときにはぶつかり、高め合える
からこそ、私たちは幸福な人生を切り拓き、よりよい社会と、豊かな未来を
築くことができるのです。何よりも、違った考えや価値観をもつ者同士が理
解し合うこと、これこそ、人間だからできることなのです。

「これからのあなた、
あなた自身は何を大切にして、どのように生き、
そしてどのようにして幸せな世の中にしていきますか。」

都立高等学校　人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」95 ページより
令和３年３月　東京都教育委員会
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